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はじめに

　少子化等による人口構造の変化は、年金、医療、介護
に係る経費など社会保障費用の増大を招くとともに、経
済成長への深刻な影響も懸念され、わが国が直面する喫
緊の課題となっています。
　また、核家族化の進展や地域のつながりの希薄化、夫
婦共働き家庭の増加など、子どもと子育て家庭を取り巻
く環境も大きく変化する中で、男女共に保護者が子ども

と向き合い、喜びを感じながら子育てができるよう、子どもの成長と子育てを社会
全体で支援していくことが必要不可欠となっております。
　このような中、国においては、質の高い幼児期の学校教育・保育を総合的に提供
し、地域の子ども・子育て支援を充実させ、全ての子どもが健やかに成長できる社
会の実現を目指すため、平成24年８月に「子ども・子育て関連３法」が公布されま
した。また、平成26年４月には、次世代育成支援対策のさらなる推進・強化を図る
目的で、次世代育成支援対策推進法が10年間延長されたところです。
　本市においては、次世代育成支援対策推進法に基づき、子育て支援施策を総合的
かつ効果的に推進するため、平成16年に「かごしま市すこやか子ども元気プラン」
（第一期）を、平成22年に後期計画（第二期）を策定し、様々な施策に取り組んで
まいりました。
　そしてこの度、妊娠・出産期から切れ目のない、子ども・子育て支援に関する総
合的な計画として、「鹿児島市子ども・子育て支援事業計画」を策定いたしました。
　今後、国、県をはじめ関係団体や子育て支援団体等と連携しながら、この計画を
着実に推進し、子どもを持ちたいと希望する人が安心して生み育てることができる
社会の構築を図るとともに、社会の希望であり未来をつくる存在である子どもたち
が明るく健やかに成長でき、子育てや子どもの成長に喜びを感じられる環境づくり
に努めてまいりますので、市民の皆様のご理解とご協力をよろしくお願い申し上げ
ます。
　終わりに、この計画の策定にあたりまして、貴重なご意見やお力添えをいただき
ました子ども・子育て会議の委員の方々をはじめ、ニーズ調査やパブリックコメン
ト手続にご協力いただきました多くの市民の皆様、関係機関各位に心から感謝申し
上げます。

　平成27年３月
鹿児島市長　森　博幸
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第１章　計画策定にあたって

１　計画策定の趣旨

⑴　策定の趣旨

　急速な少子化の進行並びに家庭及び地域を取り巻く環境の変化の中で、本市
が永続的に活気にあふれ、一人一人の子どもが健やかに成長できるまちであり
続けるためには、総合的に子育て支援対策を図り、男女がともに子どもを生み
育てることに夢を持てる環境づくりを社会全体で進めることが必要となります。
　本市では、次世代育成支援対策推進法に基づき、子育て支援施策を総合的か
つ効果的に推進するため、平成16年に「かごしま市すこやか子ども元気プラ
ン」（第一期）を、平成22年に後期計画（第二期）を策定し、様々な施策の推
進に取り組んできたところです。
　国においては、質の高い幼児期の学校教育・保育の総合的な提供、保育の
量的拡大及び確保並びに地域における子ども・子育て支援の充実等を図るた
め、平成24年８月に、子ども・子育て支援法をはじめとする「子ども・子育
て関連３法」が制定され、また、平成26年４月には、次世代育成支援対策推
進法の10年間の延長等を内容とする「次代の社会を担う子どもの健全な育成
を図るための次世代育成支援対策推進法等の一部を改正する法律」が成立し
ました。
　このようなことから、本市においても、妊娠・出産期から切れ目ない、子
ども・子育て支援に関する総合的な計画として、「鹿児島市子ども・子育て支
援事業計画」を策定します。

⑵　計画の位置づけ

　この計画は、子ども・子育て支援法第61条に基づく子ども・子育て支援事
業計画及び次世代育成支援対策推進法第８条に基づく市町村行動計画として
策定します。
　また、母子保健の分野については、計画の対象、策定の趣旨・内容が市町
村行動計画に包括されることから、この計画を母子保健計画としても位置づ
けることとします。
　なお、効果的効率的な施策推進の観点から、地域福祉、障害者福祉等に関
する他の計画と連携し、整合性を図ります。
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２　計画の対象・期間

⑴　子どもの範囲

　この計画における子どもとは、18歳未満の者をいいます。
（子ども・子育て支援法第６条第１項に掲げる子ども）

⑵　計画の対象となる者

　この計画は、子ども自身はもとより、その家族、地域、学校、企業、各種
団体など社会全体を対象とします。

⑶　計画の対象とする分野

　この計画の対象とする分野は、福祉、保健、教育、医療、労働、住宅、都
市計画、生活環境など子育てにかかわる社会のあらゆる分野とします。

⑷　計画期間

　この計画は、平成27年度から平成31年度までの５か年計画とします。
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第２章　子どもと子育て家庭を取り巻く状況

１　わが国における少子化の状況

⑴　少子化の現状
　厚生労働省の「人口動態統計」によると、図１−１のとおり、わが国の出
生数は、平成元年以降でみますと、120万人前後で推移していたものが、平成
17年には110万人を割り込み、平成25年は102万9,816人となっております。
　また、１人の女性が生涯に出産する子どもの数の平均を示す合計特殊出生
率※は、昭和50年に2.0を下回り、50年代後半を除いて低下傾向が続いていま
したが、平成18年から微増傾向にあり、平成25年度は1.43となっています。
　しかしながら、現在の人口を維持する水準とされる2.07前後を大きく下回
る状況が続いており、主な国（アメリカ、フランス、スウェーデン、英国等）
と比較しても、低い水準にとどまっています。
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（図１−１）出生数及び合計特殊出生率の推移

資料：厚生労働省「人口動態統計」

※合計特殊出生率：その年次の15歳から49歳までの女性の年齢別出生率を合計したもので、１人の女性が、仮
にその年次の年齢別出生率で一生の間に子どもを生むと仮定したときの子どもの数のこと
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　このような少子化等による人口構造の変化は、我が国の社会経済システム
にも深く関係する問題であり、直接的には年金、医療、介護に係る経費など
社会保障費用の増大を招くとともに、経済成長への深刻な影響も懸念されて
います。

⑵　少子化の原因と背景
　少子化の原因は、多くの事象が複雑にからみ合っているため、それを特定
することは困難ですが、その原因の一つに未婚化・晩婚化の進行が考えられ
ます。
　総務省の「国勢調査」によると、図１−２のとおり、25歳から29歳の未
婚率は、女性で昭和60年の30.6％が平成22年には60.3％、男性で昭和60年の
60.4％が平成22年には71.8％、30歳から34歳の未婚率は、女性で　昭和60年の
10.4％が平成22年には34.5％、男性で昭和60年の28.1％が平成22年には47.3％
とそれぞれ上昇しています。

　また、厚生労働省の「人口動態統計」によると、図１−３のとおり、平均初婚年
齢は、女性で昭和60年の25.5歳が平成24年には29.2歳、男性で昭和60年の28.2歳が
30.8歳とそれぞれ上昇しています。
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（図１−２）男女年齢別未婚率の推移

資料：国勢調査
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　国立社会保障・人口問題研究所が平成22年６月に行った「出生動向基本調
査（結婚と出産に関する全国調査）」の中で、若者たちの結婚離れについて、
○いずれは結婚しようと考える未婚者の割合は、いぜんとして高い水準にある
（男性86.3％、女性89.4％）。しかし「一生結婚するつもりはない」とする未
婚者はわずかに増え、男性9.4％、女性6.8％であり、独身志向を表す未婚者
が増えた形となっている。
○一年以内に結婚する意欲のある未婚者の割合は、1990年代において男女とも
20歳代後半を中心に減少した後、2000年代ではしだいに下げ止まりの傾向を
見せていたが、今回調査ではわずかながら増加した。また「まだ結婚するつ
もりはない」とする未婚者の割合も微減しており、結婚を先延ばししようと
する意識は薄らいでいる。
○独身生活の利点は、男女ともに「行動や生き方が自由」を挙げる人が圧倒的
に多い。それ以外では「金銭的に裕福」「家族扶養の責任がなく気楽」「広い
友人関係を保ちやすい」が比較的多い。これらの傾向は調査開始以来ほとん
ど変わっておらず、結婚すると行動や生き方、金銭、友人関係などが束縛さ
れるという未婚者の感じ方は根強い。ただし女性では、友人関係への束縛感
は緩んでいるといえる。
○現在、独身にとどまっている理由について、25歳未満の若い年齢層では、「ま
だ必要性を感じない」など、結婚をするための積極的な動機がないことを挙
げる傾向があるが、25歳以上になると、「適当な相手にまだめぐり会わない」
を挙げる者が半数程度いる。また、「結婚資金が足りない」が増加傾向にある。
といった調査結果を報告しています。
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資料：厚生労働省「人口動態統計」
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　このほか、妻の年齢別の平均出生子ども数の推移をみると、図１−４にあ
るとおり、20 〜 29歳の年齢層は平成９年以降増加傾向にあるが、30歳以上で
は減少が続いています。
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（図１−４）妻の年齢別にみた、平均出生子ども数の推移

資料：国立社会保障・人口問題研究所「出生動向基本調査」
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⑶　国の動き
　国においては、次世代育成支援を迅速かつ重点的に推進するため、平成15
年７月に「次世代育成支援対策推進法」を制定し、地方公共団体及び事業主
が行動計画を策定することを通じて、次世代育成支援対策の推進を図ってき
ました。
　また、平成16年12月に決定された「少子化社会対策大綱に基づく具体的実
施計画」（子ども・子育て応援プラン）を踏まえ、様々な対策を実施してきた
ほか、「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）憲章」及び「仕事と
生活の調和推進のための行動指針」を平成19年12月に定め、仕事と生活の調
和の推進に向けた具体的な取組が進められています。
　さらに、平成22年１月には、子育て支援の総合的なビジョンであり、子ど
もと子育てを応援する社会の実現を目指して、「子ども・子育てビジョン」が
策定されました。
　しかしながら、我が国では出生率の低下に伴い少子化が進んでおり、また、
子どもや子育てをめぐる環境は厳しく、核家族化や地域のつながりの希薄化
により、子育てに不安や孤立感を覚える家庭も少なくありません。
　また、保育所に子どもを預けたいと考えていても、希望する保育所が満員
であること等から、多くの待機児童が生じていることや、仕事と子育てを両
立できる環境の整備が必ずしも十分でないこと等が問題となっており、そう
した状況を前に、子どもが欲しいという希望をかなえられない人も多くなっ
ております。
　これらの課題に対処するため、国では新たな子育て支援の制度について検
討が行われ、社会保障・税一体改革関連法として、平成24年に、子ども・子
育て関連３法が公布されました。
　新制度では、「質の高い幼児期の学校教育・保育の総合的な提供」、「保育の
量的拡大及び確保、教育・保育の質的改善」並びに「地域における子ども・
子育て支援の充実」など、全ての子どもが健やかに成長できる社会の実現を
目指すこととされております。
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２　本市における状況

⑴　少子化の現状
①　人口の推移
　平成26年10月１日現在の鹿児島市の人口は606,750人です。平成22年の国
勢調査の結果によると、本市の人口は605,846人で、人口規模では全国で第
23番目、中核市47市中で第３番目の都市になっています。
　本市の人口の推移をみると、表２−１のとおり、平成10年に55万人を超え、
平成16年には編入合併により60万人台となりました。
また、人口増加率は、平成17年に初めてマイナスを記録したものの、以降
横ばいとなっています。
　一方、鹿児島県の人口は、平成２年以降減少傾向が続いており、平成
22年国勢調査では、1,706,242人で、県全体における本市の人口割合では、
35.5％と県人口の３割以上を占めています。

②　人口ピラミッド
　平成22年国勢調査における５歳階級ごとの人口ピラミッドは、図２−１
のとおりです。昭和20年代前半と昭和40年代後半のベビーブームの時期に
出生数が多かったことを反映し、人口構成としては２つのピークを形成し
ています。
　また、19歳以下の人口数は階級ごとに減少しており、少子化傾向が見ら
れます。
　このように、本市の人口ピラミッドの形態は、２段階の膨らみをもった
「ひょうたん型」に近い形となっています。

8 9
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60 530,502 251,752 278,750 3,599 0.7
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19 604,571 280,827 323,744 91 0.0

20 604,619 280,519 324,100 48 0.0

21 605,424 280,878 324,546 805 0.1

22 605,846 281,133 324,713 422 0.1

23 606,890 281,325 325,565 1,044 0.2

24 607,203 281,195 326,008 313 0.1
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（表２−１）　人口の推移

（図２−１）５歳階級別人口ピラミッド�

注１）10月1日現在の推計人口。ただし、国勢調査年次については、国勢調査人口を記載。
注２）平成16年は、平成16年11月1日現在の推計人口。
資料：総務省統計局、市市民課、市総務部総務課

資料：国勢調査
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③　年齢別人口
　国勢調査によると、年少人口（15歳未満）は、表２−２のとおり、昭和
60年に121,153人であったものが、平成22年では84,416人と36,737人減少し、
総人口に占める割合で22.8％が14.1％と8.7ポイント減少しており、年々減少
傾向にあります。
　一方、老年人口（65歳以上）は、昭和60年に48,049人であったものが、平
成22年では127,446人と79,397人増加し、総人口に占める割合で9.1％が21.2％
と12.1ポイント増加しており、少子高齢化が進行していることがうかがえま
す。
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121,153 22.8 361,233 68.1 48,049 9.1 530,502

109,433 20.4 367,197 68.4 59,004 11.0 536,752

97,851 17.9 375,257 68.7 73,160 13.4 546,282

86,269 15.6 377,347 68.3 88,475 16.0 552,098

94,234 15.7 407,852 67.8 99,597 16.6 601,693

87,591 14.5 403,208 66.7 113,505 18.8 604,367

84,416 14.1 388,674 64.7 127,446 21.2 605,846

（図２−２）年齢3区分別人口の推移

（表２−２）　年齢３区分別人口

資料：国勢調査

※年齢不詳は含まない。� 資料：国勢調査
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④　出生数及び合計特殊出生率
　本市において、出生数は図２−３のとおり、平成17年の5,374人が平成25
年には5,647人に、合計特殊出生率は、平成17年の1.25が平成25年には1.42と、
近年微増傾向にありますが、国の状況と同様に低い水準であり、依然とし
て少子化が進行している状況です。

10 11
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（図２−３）本市の出生数及び国、県、市の合計特殊出生率

資料：かごしま市の保健と福祉
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⑤　母親の年齢階級別出生数
　母親の年齢別、年次別出生数は図２−４のとおりです。
　昭和60年以降における母親の５歳階級ごとの出生数は、平成15年までは
25 〜 29歳の出生数が最も多く、次いで30 〜 34歳の階級が続いていたものが、
平成20年でみるとそれが逆転し、30 〜 34歳の出生数が最も多く、次いで25
〜 29歳の階級が続いています。
　20 〜 24歳の階級では、昭和60年に1,113人であったものが平成24年で498
人と減少し、構成比では、14.7％が8.6％と6.1ポイント減少しています。
　25 〜 29歳の階級では、昭和60年に3,742人であったものが、平成24年では
1,713人と減少し、構成比では、49.5％が29.7％と19.8ポイント減少しています。
　35 〜 39歳の階級では、昭和60年に499人であったものが1,138人と増加し、
構成比も6.6％が19.7％と13.1ポイント増加しています。

12 13
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（図２−４）母親の年齢階級・年次別出生数

資料：かごしま市の保健と福祉
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⑥　世帯当たりの児童数
　国勢調査によると、平成17年10月１日現在の世帯主と親族関係にある18
歳未満の世帯員数（親族人員）は107,797人で、施設等の世帯を除く一般世
帯数254,694世帯で除した１世帯当たりの児童数は0.42でしたが、平成22年10
月１日現在では、18歳未満の世帯員数（親族人員）102,672人を一般世帯数
264,093世帯で除した１世帯当たりの児童数は、0.39人となり、0.03人減少し
ています。

12 13
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資料：かごしま市の保健と福祉
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⑵　将来人口推計
　厚生労働省の「後期行動計画策定の手引き」に基づき、コーホート変化
率法※により推計した結果、本市の人口は、表２−３のとおり、平成26年３
月末現在で606,540人であったものが、平成31年３月末現在では606,237人と
なると思われます。
　将来人口の推移をみると、平成28年以降減少を続け、人口増加率も年々
減少していくものと思われます。
　年齢３区分でみると、まず、年少人口（０歳〜 14歳）は、平成26年に
85,929人であったものが、平成31年では84,716人、総人口に対する構成比で
は、平成26年に14.2％であったものが、平成31年では14.0％と緩やかに減少
していくと思われます。
　次に、生産年齢人口（15歳〜 64歳）は、平成26年に381,237人であったも
のが、平成31年では363,742人、構成比で平成26年に62.9％であったものが、
平成31年では60.0％と緩やかに減少していくと思われます。
　最後に、老齢人口（65歳以上）は、平成26年に139,374人であったものが、
平成31年では157,779人、構成比で平成26年に23.0％であったものが、平成31
年では26.0％と緩やかに増加し、少子高齢化が進行していくと思われます。

※コーホート変化率法：同年又は同期間に出生した集団（コーホート）について、基準年次の生死（出生率、
生残率）、移動（転出、転入）率等に基づいて、個々の指標を仮定して将来の人工変化を推計する方法。
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（表２−３）将来人口の推移
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（図２−５）将来人口の推移

（構成比）

資料：かごしま市の保健と福祉
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⑶　世帯の状況
①　世帯及び世帯人員の推移
　平成22年10月１日現在の本市の世帯数は図２−６のとおり、264,686世帯
であり、そのうち一般世帯が264,093世帯で、残りは施設等の世帯です。
　また、一般世帯のうち、18歳未満親族のいる世帯は59,736世帯です。
　世帯総数、一般世帯数の推移は、ともに増加傾向ですが、一般世帯の１
世帯当たりの人員は、昭和60年に2.72人であったものが、平成22年には2.23
と減少してきています。

　また、世帯人員分布をみると、表２−４のとおり、平成22年には１人世
帯が96,554世帯で一般世帯の36.6％と最も多く、４人以下の世帯が全体の
94.9％を占めています。
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（図２−６）一般世帯の推移

（表２−４）　世帯人員別一般世帯

（構成比）

資料：国勢調査

資料：国勢調査
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②　類型別の世帯数の推移
　平成22年の一般世帯を家族類型別にみると、図２−７のとおり、世帯主
の親族関係にある世帯員のいる世帯（親族世帯）が、165,303世帯で、全体
の62.6％を占め、世帯主と親族関係にある者がいない世帯（非親族世帯）
が2,196世帯で0.8％、世帯人員が１人の世帯（単身世帯）が96,554世帯で、
36.6％となっています。
　また、親族世帯のうち、核家族世帯は152,823世帯で一般世帯の57.9％を占
め、その他の親族世帯は、12,480世帯となっています。
　家族類型別の世帯数の推移は、夫婦のみの世帯、ひとり親と子どもの世帯、
単身世帯がそれぞれ増加傾向にあります。
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（図２−７）家族類型別世帯数の推移

（構成比）

資料：国勢調査
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③　人口動態
　表２−５のとおり、出生数は昭和60年に7,528人であったものが、平成24
年では5,793人と減少しています。
　一方、死亡数は、昭和60年に2,961人であったものが、平成24年では5,662
人と増加しています。
この結果、出生数及び死亡数の関係である自然動態は、出生数の減少と死
亡数の増加により、昭和60年には4,567人であったものが、平成24年では131
人と減少傾向にあります。
　次に、転入者数は、昭和60年に32,446人であったものが、平成24年では
23,004人と減少しています。
　また、転出者数は、昭和60年に33,680人であったものが、平成24年では
22,575人と減少しています。
　この結果、転入者数及び転出者数の関係である社会動態は、転入者数と
転出者数が近似していることから年により増減があります。
　社会動態が転出超過の場合でも、自然動態がそれを超える人口増加があ
るため、人口動態は人口増となっています。しかしながら、増加数は、昭
和60年には3,333人であったものが、平成24年では560人と減少しています。

18 19

4,567 7,528 2,961  1,234 32,446 33,680 3,333

3,057 6,103 3,046  2,726 31,204 33,930 331

2,007 5,451 3,444 346 30,104 29,758 2,353

1,695 5,427 3,732  509 27,676 28,185 1,186

608 5,437 4,829 140 26,331 26,191 748

665 5,886 5,221 670 23,358 22,688 1,335

131 5,793 5,662 429 23,004 22,575 560

（表２−５）　人口動態の推移

資料：市市民課
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④　就業状況
　平成22年10月１日現在の15歳以上の人口は、表２−６のとおり516,120人
で、家事、通学者などを除いた労働力人口は299,195人です。そのうち、就
業者は279,730人で、労働力人口に対する就業率は93.5％です。
　男女別にみると、まず、男性の就業者数は、平成17年に151,972人であっ
たものが平成22年では150,303人と1,669人減少しましたが、就業率は90.8％
が92.6％と1.8ポイント増加しました。
　次に、女性の就業者数は、平成17年に124,294人であったものが平成22年
では129,427人と5,133人増加し、就業率は93.0％が94.6％と1.6ポイント増加
しました。
　女性の年齢別就業者の構成比は、平成22年で50 〜 54歳が11.1％と最も多
く、次いで45 〜 49歳が10.9％、25 〜 29歳が10.8％となっています。
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（図２−８）人口動態の推移

資料：市市民課
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⑤　産業別就業者
　平成22年10月１日現在の就職者数を産業大分類別にみると、表２−７の
とおり、「卸売業・小売業」が57,889人と一番多く、次に「医療・福祉」が
40,592人、「建設業」が22,432人の順となっています。
　平成17年との増減数で比べると、増加数が一番多いのは「医療、福祉」
で、逆に減少数が多いのは「卸売業・小売業」、「建設業」、「製造業」となっ
ています。

20 21

516,120 299,195 279,730 100% 93.5% 516,713 300,949 276,266 100% 91.8% 3,464 1.7%

 33,466 4,391 3,788 1.4% 86.3% 38,258 5,643 4,645 1.7% 82.3%  857 4.0%

33,551 22,650 20,394 7.3% 90.0% 40,999 27,864 24,117 8.7% 86.6%  3,723 3.4%

36,284 29,469 27,067 9.7% 91.9% 41,239 33,610 29,886 10.8% 88.9%  2,819 3.0%

39,840 31,267 29,295 10.5% 93.7% 41,816 32,404 29,439 10.7% 90.9%  144 2.8%

41,497 32,589 30,628 11.0% 94.0% 37,160 28,651 26,408 9.6% 92.2% 4,220 1.8%

37,260 29,913 28,294 10.1% 94.6% 37,621 30,348 28,380 10.3% 93.5%  86 1.1%

37,485 30,920 29,243 10.5% 94.6% 41,065 33,943 31,944 11.6% 94.1%  2,701 0.5%

40,081 32,478 30,842 11.0% 95.0% 45,311 36,561 34,201 12.4% 93.6%  3,359 1.4%

44,696 33,833 31,810 11.4% 94.0% 44,929 33,846 31,684 11.5% 93.6% 126 0.4%

44,514 27,758 25,641 9.2% 92.4% 34,810 18,958 17,459 6.3% 92.1% 8,182 0.3%

33,403 12,803 12,022 4.3% 93.9% 30,465 9,945 9,310 3.4% 93.6% 2,712 0.3%

28,647 5,926 5,657 2.0% 95.5% 29,413 5,275 5,054 1.8% 95.8% 603  0.3

26,429 3,136 3,028 1.1% 96.6% 24,072 2,519 2,423 0.9% 96.2% 605 0.4%

20,364 1,438 1,410 0.5% 98.1% 16,044 1,025 979 0.4% 95.5% 431 2.6%

18,603 624 611 0.2% 97.9% 13,511 357 337 0.1% 94.4% 274 3.5%

 235,252 162,307 150,303 100% 92.6% 236,761 167,360 151,972 100% 90.8%  1,669 1.8%

 16,994 2,097 1,759 1.2% 83.9% 19,512 2,778 2,209 1.5% 79.5%  450 4.4%

15,388 9,993 8,834 5.9% 88.4% 19,122 12,663 10,611 7.0% 83.8%  1,777 4.6%

16,408 14,420 13,115 8.7% 91.0% 18,937 16,989 14,906 9.8% 87.7%  1,791 3.3%

18,662 17,032 15,949 10.6% 93.6% 19,766 18,473 16,728 11.0% 90.6%  779 3.0%

19,760 18,300 17,182 11.4% 93.9% 17,191 16,257 14,934 9.8% 91.9% 2,248 2.0%

17,189 15,889 14,932 9.9% 94.0% 17,446 16,683 15,482 10.2% 92.8%  550 1.2%

17,308 16,090 15,129 10.1% 94.0% 19,396 18,583 17,341 11.4% 93.3%  2,212 0.7%

18,857 17,540 16,535 11.0% 94.3% 21,848 20,667 19,061 12.5% 92.2%  2,526 2.1%

21,442 19,384 17,944 11.9% 92.6% 21,756 20,272 18,686 12.3% 92.2%  742 0.4%

21,575 16,957 15,312 10.2% 90.3% 16,599 11,965 10,774 7.1% 90.1% 4,538 0.2%

15,736 8,026 7,367 4.9% 91.8% 13,771 6,328 5,812 3.8% 91.9% 1,555  0.1

12,662 3,562 3,343 2.2% 93.9% 12,678 3,317 3,149 2.1% 94.9% 194  1.0

10,819 1,856 1,770 1.2% 95.4% 9,789 1,537 1,467 1.0% 95.5% 303  0.1

7,589 831 811 0.5% 97.6% 5,399 631 606 0.4% 96.0% 205 1.6%

4,863 330 321 0.2% 97.3% 3,551 217 206 0.1% 94.9% 115 2.4%

 280,868 136,888 129,427 100% 94.6% 279,952 133,589 124,294 100% 93.0% 5,133 1.6%

 16,472 2,294 2,029 1.6% 88.5% 18,746 2,865 2,436 2.0% 85.0%  407 3.5%

18,163 12,657 11,560 8.9% 91.3% 21,877 15,201 13,506 10.9% 88.9%  1,946 2.4%

19,876 15,049 13,952 10.8% 92.7% 22,302 16,621 14,980 12.1% 90.1%  1,028 2.6%

21,178 14,235 13,346 10.3% 93.8% 22,050 13,931 12,711 10.2% 91.2% 635 2.6%

21,737 14,289 13,446 10.4% 94.1% 19,969 12,394 11,474 9.2% 92.6% 1,972 1.5%

20,071 14,024 13,362 10.3% 95.3% 20,175 13,665 12,898 10.4% 94.4% 464 0.9%

20,177 14,830 14,114 10.9% 95.2% 21,669 15,360 14,603 11.8% 95.1%  489 0.1%

21,224 14,938 14,307 11.1% 95.8% 23,463 15,894 15,140 12.2% 95.3%  833 0.5%

23,254 14,449 13,866 10.7% 96.0% 23,173 13,574 12,998 10.5% 95.8% 868 0.2%

22,939 10,801 10,329 8.0% 95.6% 18,211 6,993 6,685 5.4% 95.6% 3,644 0.0%

17,667 4,777 4,655 3.6% 97.5% 16,694 3,617 3,498 2.8% 96.7% 1,157 0.8%

15,985 2,364 2,314 1.8% 97.9% 16,735 1,958 1,905 1.5% 97.3% 409 0.6%

15,610 1,280 1,258 1.0% 98.3% 14,283 982 956 0.8% 97.4% 302 0.9%

12,775 607 599 0.5% 98.7% 10,645 394 373 0.3% 94.7% 226 4.0%

13,740 294 290 0.2% 98.6% 9,960 140 131 0.1% 93.6% 159 5.0%
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（表２−６）労働力状態、年齢（５歳階級）、男女別15歳以上人口

資料：国勢調査
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H 16,025 5.7 15,371 5.5  654.0  4.1

I 63,942 22.9 57,889 20.7  6,053.0  9.5

J 8,760 3.1 8,840 3.2 80.0 0.9

K 5,221 1.9 5,099 1.8  122.0  2.3

L 9,101 3.3 8,316 3.0  785.0  8.6

M 19,526 7.0 18,571 6.6  955.0  4.9

N 11,968 4.3 10,751 3.8  1,217.0  10.2

O 14,775 5.3 15,345 5.5 570.0 3.9

P 36,866 13.2 40,592 14.5 3,726.0 10.1

Q 2,600 0.9 1,705 0.6  895.0  34.4

R 18,591 6.7 15,443 5.5  3,148.0  16.9
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（表２−７）産業別（大分類）就業者数の推移

（図２ー９）産業別（大分類）就業者数の構成比（平成22年）

資料：国勢調査
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⑥　育児休業の取得状況
　育児休業等については、国等を中心に育児・介護休業法に係る制度の普
及、定着の取組が進められています。このような制度は、子どもの養育を
支援するとともに、子どもを養育する労働者の雇用の継続の促進に寄与す
るものであり、子育てと仕事とを両立させる上で大きな役割を果たすもの
です。
　本市にある事業所に対し、平成24年度に実施した育児休業制度に関する
調査の結果は、図２−10と図２−11のとおりです。
　調査は、1,000事業所を対象に行い、511事業所から回答がありました。
事業所の規模別では、規模の大きな事務所ほど制度の導入が進んでいます。
実際に平成23年度中に制度を利用した人は、402事業所全体で202人となっ
ています。
　少子高齢化が急速に進行する社会情勢のなかで、将来にわたって安定し
た労働力を確保し、未来を担う子ども達が健全に成長していくためには、
育児休業制度の普及と利用しやすい環境の整備がますます必要不可欠と
なっています。

22 23

53.8%

73.3%

96.4% 97.4% 96.8%
100.0%

10

26

14
20

42

90

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

9 10 29 30 49 50 99 100 299 300

（図２−10）育児休業制度を導入している事務所の割合（規模別）

資料：鹿児島市の労働事情
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（図２−11）育児休業制度を導入している事業所の割合（産業別）

資料：鹿児島市勤労者労働基本調査�
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⑦　ひとり親家庭の状況
ア．母子及び父子世帯数の推移
　母子世帯数は、表２−８のとおり、平成17年が5,052世帯であったも
のが、平成22年は4,935世帯、他の世帯員がいる世帯を含めると6,438世
帯となっています。
　平成22年での理由の内訳をみると、表２−９のとおり、6,438世帯の
うち死別によるものが401世帯で6.2％、離別によるものが5,176世帯で
80.4％となっています。
　次に、父子世帯数は、表２−８のとおり、平成17年が573世帯であっ
たものが、平成22年は459世帯、他の世帯員がいる世帯を含めると801世
帯となっています。
　平成22年での理由の内訳をみると、表２−９のとおり、801世帯の
うち死別によるものが131世帯で16.4％、離別によるものが538世帯で
67.2％となっています。
　親の年齢別でみると、母子世帯、父子世帯ともに、40 〜 44歳が最も
多く、次いで35 〜 39歳、45 〜 49歳の順となっています。
　また、平成22年の１世帯当たりの子どもの数は、母子世帯では、１人
が56.6％、２人が32.5％となっており、平均1.6人です。子どもの年齢別
では、15 〜 17歳が21.5％と最も多く、次いで12 〜 14歳が21.2％となっ
ています。
　父子世帯では、１人が60.7％、２人が31.7％となっており、平均1.5人
です。子どもの年齢別では、15 〜 17歳が24.0％と最も多く、次いで12
〜 14歳が23.5％となっています。

24 25

17 1 5,052 2,613 1,785 654 1,167 1.6 573 316 192 65 61 1.6
22 2 4,935 2,580 1,725 630 1,012 1.6 459 250 175 34 50 1.5

22
6,438 3,644 2,093 701 1,453 1.6 801 486 254 61 139 1.5

6,438 13 144 580 970 1,581 1,599 1,029 388 134
401 0 0 5 18 53 97 131 69 28

5,176 3 84 441 777 1,314 1,367 827 277 86
801 1 11 48 72 147 195 143 103 81
131 0 0 2 5 12 27 31 34 20
538 0 4 26 44 107 143 94 63 57

（表２−８）　子どもの数別母子及び父子世帯数

（表２−９）　年齢、配偶関係別母子及び父子世帯数

資料：国勢調査

(※1)（※2）未婚、死別または離別の親と、その未婚の20歳未満の子どものみからなる一般世帯
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イ．母子及び父子世帯の住居の状況
　母子世帯では、民間の借家が45.2％と最も多く、次いで持ち家が
29.4％、公営の借家が17.8％となっています。
　父子世帯では、持ち家が54.9％と最も多く、次いで民間の借家が
30.2％、公営の借家が8.9％となっています。

ウ．母子及び父子世帯の就業状況
　母子世帯では、4,965世帯（就業率：77.1％）が就業しており、うち、
正規の職員等が2,031世帯、パート・アルバイト等が2,439世帯となって
います。
　父子世帯では、675世帯（就業率：84.3％）が就業しており、うち、
正規の職員等が459世帯、パート・アルバイト等が70世帯となっていま
す。

24 25
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⑷　母子保健水準の状況
①　周産期死亡、新生児死亡、乳児死亡及び妊産婦死亡の推移
　妊娠満22週以後の死産数に、生後１週未満の乳児の死亡数を加えたもの
を周産期死亡といいます。周産期死亡の推移を図２−12に示していますが、
本市の周産期死亡率は、昭和60年以降、国より低率で推移し、増減を繰り
返しながらも減少傾向にあります。
　また、新生児死亡（生後４週未満の死亡）の推移は、図２−13のとおり
です。本市の新生児死亡率は、多少の変動はあるものの全体としては減少
を続けています。
　乳児死亡（生後１年未満の死亡）の推移は、図２−14のとおりです。本
市の乳児死亡率は、平成７年頃までは減少傾向にあり、その後多少の変動
はあるものの全体としては減少を続けています。
　妊産婦死亡率は、図２−15に示していますが、本市ではここ数年０となっ
ています。
　このように、これまでの周産期医療体制の整備や母子保健対策の取組に
よって、周産期死亡、新生児死亡、乳児死亡及び妊産婦死亡は着実に改善
されており、今後も高水準を維持させていくことが望まれます。
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（図２−12）周産期死亡率の推移

資料：人口動態統計
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（図２ー 13）新生児死亡の推移

資料：人口動態統計
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（図２ー 14）乳児死亡の推移

資料：人口動態統計
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②　低出生体重児の出生割合の推移
　本市の全出生数に対する低出生体重児の出生割合は、図２−16のとおり
です。本市では、国の平均を上回って推移し、上昇傾向が続いています。
　低出生体重児の出生については、妊娠中の喫煙等が関係していると指摘
されており、母子保健指導の強化等の予防活動が必要です。

28 29

13.2 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
0

5

10

15

20

25

10

（図２ー 15）妊産婦死亡率の推移

資料：人口動態統計
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（図２ー 16）低出生体重児の出生割合の推移

資料：人口動態統計
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③　10代の人工妊娠中絶の推移
　10代の人工妊娠中絶の推移は、図２−17のとおりです。本市の10代の人
工妊娠中絶実施率は、県や国を上回って推移し、平成２年以降の10年間に
急激に増加しています。
　自分や相手の身体について正確な知識を身につけて、自分で判断し自ら
健康管理できるように、家庭、学校や地域における性教育や健康教育を充
実させることが望まれます。
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（図２ー 17）10代の人工妊娠中絶の推移

資料：母体保護統計
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④　15 〜 19歳の母親からの出生の推移
�　15 〜 19歳の母親による出生数を当該年齢女子総人口1,000人当たりの率
に置き換えた出生率の推移は、図２−18のとおりです。本市の15 〜 19歳の
母親による出生率は、平成２年以降増加傾向にありましたが、平成17年以
降は横ばいから減少傾向となっています。
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（図２ー 18）15 〜 19歳の母親からの出生の推移

資料：人口動態統計
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⑸　主な子育て支援施策の状況
①　保育事業の状況
　保育所は日々保護者の委託を受けて、保護者の就労や病気等により家庭
での十分な保育が行えない児童を保育することを目的とする児童福祉施設
です。
　本市の保育所定員、入所児童数及び待機児童数の推移を図２−19に、保
育所数と特別保育実施保育所数の推移を図２−20に示しています。
　これまで、本市では待機児童解消のため保育計画に基づき保育所の定員
増を行うとともに、午後６時以降の延長保育、集団保育が可能な障害のあ
る子どもを受け入れる障害児保育、保育所の入所児童等が病気の回復期に
あり、家庭での保育ができない場合に一時的に施設で児童を預かる病児・
病後児保育事業など保育サービスの充実を図っています。
　しかし、少子化が進行するなか就学前児童数は21年度から25年度にかけ
ては微増しており、また、今日の厳しい経済情勢などを反映して共働き世
帯が増加するなど、保育ニーズはますます増大しています。
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※数値には市立保育所・自主事業を含む。また、(�) は遠距離分園の内数
資料：鹿児島市保育所統計資料�
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（図２−19）保育所の定員、入所児童数及び待機児童数（各年度10月1日現在）

（図２−20）保育所総数と特別保育等の実施保育所数（各年度３月１日現在）

資料：鹿児島市保育所統計資料

資料：鹿児島市保育所統計資料
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②　幼稚園の状況
　幼稚園は、満３歳から小学校就学前の幼児を保育し、健やかな成長のた
めに適当な環境を与えてその心身の発達を助長することを目的としていま
す。
　本市の幼稚園数と園児数を図２−21に示しています。
　幼稚園では、預かり保育（地域の実態や保護者の要請により、通常の教
育時間の前後や長期休業中等に希望する者を対象に行う教育活動）や地域
における子育て支援活動等を行っています。
　現在の本市の幼稚園に関する主な施策は、次のとおりです。

・私立幼稚園に就園する幼児の保護者の所得等に応じて、幼稚園が保育料等
を減免できるように、幼稚園就園奨励費補助を行っています。
・障害のある幼児に対する保育を促進し、保育内容の向上を図るため、私立
幼稚園障害児教育補助を実施しています。
・適正な就学前教育を推進し、私立幼稚園の円滑な運営を図るため、教材費、
研修費、運営費、幼児教育相談助成費等の助成を行っています。
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（図２−21）幼稚園利用児童数と幼稚園数（各年度5月1日現在）

資料：鹿児島市幼稚園統計資料
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③　放課後児童健全育成事業の状況
　近年の核家族化、都市化の進行や、共働き世帯の増加などを踏まえ、就
労等により昼間保護者のいない家庭の小学校低学年（１年生〜３年生）の
児童（放課後児童）に対する育成、指導及び遊びによる発達の助長などの
サービスを行うことで、子育てと仕事の両立を支援し、また、これらの児
童の健全育成を図ることを目的として、児童クラブを設置しています。
　本市では、これまで、放課後児童の実情の把握に努めながら、未設置校
区への児童クラブの設置や、利用児童の多い児童クラブへの分園設置を進
めてきています。
　平成26年４月１日現在で、市内全79校区（うち１校区は休校）のうち67
校区、92か所の公設の児童クラブを設置しています。
　小学校低学年児童数と児童クラブ利用児童数、児童クラブ数は図２−22
のとおりです。
　なお、児童福祉法の一部改正に伴い、対象児童は、平成27年４月から小
学校に就学している児童に拡大される予定となっています。
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資料：市子育て支援推進課



第
２
章

④　ファミリー・サポート・センター事業の状況
　本市では、育児の援助を依頼する依頼会員、育児の援助を行う提供会員
及びどちらも可能な両方会員で組織されるファミリー・サポート・セン
ターを設置し、会員同士による育児の相互援助活動を実施しています。
　同センターの会員数と活動件数を図２−23に、会員数の内訳を図２−24
に示しています。会員数は平成25年度末で3,294人に達しました。
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⑤　妊産婦健康相談の状況
　母子健康手帳交付時に妊婦を把握し、妊娠中から乳幼児期までの一貫し
た母子保健対策を実施するため妊産婦健康相談及び歯科健診を行い、妊産
婦の健康教育・母子手帳の活用法などの周知に取り組んでいます。
　妊娠11週以内の届出の年次推移を、図２−25に表しました。本市では、
昭和60年度は25.9％でしたが、年々増加し平成24年度は88.5％です。母子保
健の出発点として、妊娠早期からの届出が望まれます。

⑥　妊婦健康診査の状況
　妊婦健康診査では、妊娠中の定期健診の費用の一部を援助し受診を徹底
させることで、異常の早期発見・早期対応につながり、より安全な分娩と
健康な子どもの出生を図るように取り組んでいます。平成25年度の平均受
診回数は、12.0回でした。今後も異常の早期発見や早期対応につながる健診
は重要です。
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（図２−25）妊娠11週以内の届出率の年次推移

資料：母子保健の主なる統計、地域保健・老人保健事業報告、鹿児島県の母子保健、�
かごしま市の保健と福祉�
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⑦　母子保健訪問指導、産後ケア事業の状況
　妊産婦・未熟児・低出生体重児・新生児・乳幼児等を対象に保健師・助
産師などのほか、市から委託された地域の助産師などが訪問し、家庭環境
や住居の状態、経済状態、家族の協力状況などを把握し、個人にあった具
体的な保健指導を行っています。
　また、平成８年度から産後の身体の回復や育児等に不安を持つ産婦が助
産施設へ一定期間入所し保健指導を受けられる産後ケア事業を実施してい
ます。
　妊娠・出産・産じょく期の女性は、短い期間に心身に非常に大きな変化
の起こることに加え、生まれてくる子どもに、父親とともに愛情を注ぎ育
てるという長期にわたる責任を負うことになることから、この時期に子育
てに対する不安や負担感を軽減する取組を行うことは重要です。

⑧　乳幼児健康診査の状況
　心身の発達・育児の上で最も大切な乳幼児期に異常を早期発見し、適切
な措置を講ずるため健康診査を実施しています。３か月、７か月及び１歳
児健康診査は、市内の医療機関に委託し、１歳６か月児、３歳児の健康診
査は、保健センターなどで実施しています。
　乳幼児健康診査受診率の年次推移は、図２−26のとおりです。各健診の
受診率は85％以上の間で推移しており、平成25年度は、３か月児98.7％、７
か月児94.2％、１歳児92.6％、１歳６か月児97.0％、３歳児94.3％となってい
ます。乳幼児期に異常を早期に発見し、早期治療や訓練が適切に行われる
ように、受診率の向上に努めていくことが必要です。
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（図２−26）乳幼児健康診査受診率の年次推移

資料：かごしま市の保健と福祉�
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⑨　乳幼児相談窓口の状況
　発育、発達の気がかりや育児に関すること、保健福祉のサービス等、相
談場所の選択に迷うような問題に相談員が個別に対応しています。平成25
年度の相談件数は1,633件でした。今後も、様々な相談に応じるとともに、
情報提供を行っていきます。

⑩　特定不妊治療費の助成状況
　不妊治療の経済的負担の軽減を図るために、医療保険が適用されていな
いことで高額な医療費がかかる配偶者間の特定不妊治療（体外受精及び顕
微授精）に要する費用の一部を助成しています。平成25年度の助成件数は
812件でした。今後も、不妊に悩む方への支援を行っていきます。
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（図２−27）乳幼児相談窓口相談件数

（図２−28）特定不妊治療費助成状況

資料：かごしま市の保健と福祉�

資料：かごしま市の保健と福祉�
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⑪　乳幼児歯科健康診査、フッ素塗布の状況
　１歳児歯科健診、２歳児・２歳６か月児・翌年度に小学校入学を控えた
幼児を対象にした歯科健診とフッ素塗布を医療機関に委託して実施してい
ます。また、保健センターで、１歳６か月児及び３歳児を対象に歯科健診
を実施しています。
　３歳児のむし歯有病者率の推移は、図２−29のとおりです。本市の３歳
児のむし歯有病者率は、平成２年度頃までは、60 〜 70％で推移していまし
たが、その後、乳幼児歯の健康づくり事業等の実施により減少傾向が続き、
全国平均に近づいています。
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⑫　児童虐待の状況
　児童虐待は、児童虐待の防止等に関する法律において、保護者による身
体的虐待、性的虐待、ネグレクト、心理的虐待の四つのタイプに定義され
ます。こうした児童虐待は、児童の心身の成長及び人格の形成に大きな影
響を与えるばかりではなく、児童が死に至るケースもあり、深刻な社会問
題となっています。
　全国の児童相談所における児童虐待相談対応件数は、図２−30のとお
り、平成25年度は73,802件で、統計を取り始めた平成２年度以来増加を続け、
７万件を超えました。
　また、児童虐待認定件数は、図２−31のとおり、平成25年度は県が452件
で、本市が151件となっています。
　こうした中、本市においては児童虐待の未然防止、早期発見、早期対応
を目的とした様々な事業を実施しており、それらの施策を総合的に推進す
るとともに、関係機関との緊密な連携を図るため、要保護児童対策地域協
議会を設置し、児童虐待防止対策の充実を図っています。
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（図２−30）全国の児童虐待相談対応件数

資料：厚生労働省�
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⑬　女性相談の状況
　女性相談室では、女性の身上や生活について相談・助言を行うとともに、
夫等からの暴力に関する相談・助言なども行っています。
　電話や来室での相談件数は、図２−32のとおりです。相談内容は、家庭
問題、離婚問題、経済問題、夫等からの暴力、施設入所などがあります。
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（図２−31）児童虐待認定件数

（図２−32）女性相談室への相談件数

鹿児島県：県児童相談所と県内市町村の合計�
本市：本市受付分と県中央児童相談所受付分のうち鹿児島市分の合計

資料：県中央児童相談所、市こども福祉課�

資料：市こども福祉課
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⑭　いじめ・不登校の状況
　いじめの認知件数の推移は、表２−10のとおりです。
　「いじめ」とは、「当該児童等と一定の人間関係にある他の児童等が行う
心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われる
ものを含む。）であって、当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感
じているもの」と定義し、学校では、保護者や地域等と連携しながら「い
じめは、どの学校にも、どの子どもにも起こりうる。」という認識のもと、
早期発見・早期対応に努めています。
　平成24年度には、文部科学省がいじめの実態調査を行い、認知件数が急
増しました。翌年度以降も23年度以前の認知件数に比べ、多くのいじめが
認知されています。
　本市では、毎年５月25日から６月25日までの１か月間を「いじめ防止強
調月間（ニコニコ月間）」とし、各学校は、家庭や地域と連携していじめ防
止に向けた取組を行うとともに、かねてから「いじめは、絶対に許されな
い」という姿勢でいじめの根絶に取り組んでいます。

（表２−10）いじめの認知件数の推移

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

小学校 36件 30件 43件 20件 14,043件 777件

中学校 94件 88件 85件 58件 4,134件 676件

合　計 130件 118件 128件 78件 18,177件 1,453件
資料：鹿児島市の教育

　不登校（年間30日以上の欠席）の人数の推移は、表２−11のとおりです。
　不登校とは、なんらかの心理的、情緒的、身体的、あるいは社会的要因・
背景により、児童生徒が登校しないあるいはしたくともできない状況にあ
ること（ただし、病気や経済的な理由によるものを除く）をいいます。
　不登校の人数は18年度以降減少していましたが、25年度は微増しました。
依然として500人を超える高い数値で推移しており、本市において解決すべ
き喫緊の課題です。
　本市では、教育相談室や適応指導教室を開設するほか、学校にスクール
カウンセラーやスクールソーシャルワーカー、臨床心理相談員を派遣し、
児童生徒や保護者への相談に応じるとともに、家庭環境の改善も図ってい
ます。
　また、各学校においては、不登校を考える週間を設けるなどして、教育

42 43
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相談の充実を図り、不登校の減少に向けて取り組んでいます。

（表２−11）不登校（年間30日以上の欠席）の人数の推移

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

小学校 85件 66件 69件 69件 76件 72件

中学校 492件 489件 471件 464件 443件 471件

合　計 577件 555件 540件 533件 519件 543件
資料：鹿児島市の教育

⑮　児童手当等の状況
　児童を養育している家庭の生活の安定、児童の健全な育成及び資質の向
上を目的として児童手当を支給しています。
　児童手当は、中学校修了前までの児童を養育している人に対して支給さ
れ、受給者数及び支給額の推移は図２−33のとおりです。
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（図２−33）児童手当の受給者数と支給額の推移

（平成21年度までは、小学校修了前の児童が支給対象）�
資料：市こども福祉課�
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　児童扶養手当は、18歳以下の児童（中度以上の障害がある児童について
は、20歳未満まで）を養育するひとり親家庭等に対して支給され、受給者
数及び対象児童数の推移は、図２−34のとおりです。

　特別児童扶養手当は、精神又は身体に重度又は中度の障害がある20歳未
満の児童を養育している人に対して支給され、受給者数及び対象児童数の
推移は、図２−35のとおりです。
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（図２−34）児童扶養手当の受給者数と対象児童数の推移

（図２−35）特別児童扶養手当の受給者数と対象児童数の推移

資料：市こども福祉課

資料：県鹿児島地域振興局�
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　本市独自の制度として、４月１日現在において、本市に引き続き１年以
上住所を有するひとり親家庭等で義務教育中の児童を養育している人に対
して市民福祉手当（遺児等修学手当）を支給しており、受給者数、対象児
童数及び支給額の推移は、図２−36のとおりです。

⑯　児童医療等の状況
　子どもの健康と健やかな育成を図るため、小学６年生までの子どもの保
護者に対し、保険診療による医療費の一部を助成しています。
　こども医療費助成は、３歳未満児については、保険診療による自己負担
金全額を、３歳から小学６年生までの子どもについては、自己負担額から
１か月2,000円を控除した額（市町村民税非課税世帯を除く。）を助成してい
ます。
　なお、平成28年４月から、助成対象年齢を中学３年生までに拡大します。
　助成件数及び助成金額の推移は、図２−37のとおりです。
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（図２−36）遺児等修学手当の受給者数と対象児童数、支給額の推移

資料：市こども福祉課
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　母子・父子家庭等医療費助成は、18歳以下の児童等を有するひとり親家
庭等の児童の健康と福祉の増進を図るため、保険診療による自己負担金全
額を助成しています。
　助成件数及び助成金額の推移は、図２−38のとおりです。
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（図２−37）こども医療費の助成件数と助成金額の推移

（図２−38）母子・父子家庭等医療費の助成件数と助成金額の推移

（平成25年7月までは、小学校就学前までの乳幼児が支給対象）�
資料：市こども福祉課�

資料：市こども福祉課�
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⑰　障害のある子ども等への支援状況
　育ちの弱さの見られる子どもに対する子育て支援では、早期発見、早期
対応により、一人一人の状態に応じた最も適切な支援を行うことが重要で
あり、その後の子どもの成長に、大きな影響を及ぼすと言われています。
　現在、本市では、発達の遅れの早期発見や障害のある子どもに対する支
援として次のような事業を行っています。

・「子どもすこやか安心ねっと事業」における乳幼児相談窓口の設置や、保
育所等への巡回支援、親子遊びや仲間づくりをとおして子どもの発達を促
す親子教室、医師等の専門家による「総合発達相談会」を行っています。
・日常生活基本動作訓練や集団生活適応訓練等の早期療育を行う障害児通所
支援事業により、子どもの能力に応じた発達支援に努めています。
・ことばの発達上指導の必要がある幼児とその保護者に対し、鹿児島市心身
障害者総合福祉センターで助言、指導、訓練などことばの相談を行い、保
護者と幼児が一体となって健やかなことばの発達が図れるよう努めていま
す。
・補装具や日常生活用具の給付を行っています。
・放課後や休業期間中、地域で他の児童と遊ぶ機会が少なく、家庭に引きこ
もりがちな学齢障害児が有意義に楽しく活動できる場を提供するための活
動に対して補助を行い、その活動を支援しています。
・障害のある児童生徒一人一人の特別な教育的ニーズに応じた適切な教育が
行われるよう、望ましいと思われる就学先を判断するために、専門家によ
る就学教育相談を実施しています。
・知的障害や自閉症・情緒障害などのある児童生徒に対して、一人一人の実
態に応じたきめ細かな指導を特別支援学級で行っています。
・通常の学級に在籍する言語障害や自閉症・情緒障害、難聴などがある児童
生徒に対して、障害の状態等に応じた指導を通級指導教室で受けられるよ
うにしています。
・学習障害（ＬＤ）、注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ）など、通常の学級に
在籍する特別な教育的支援が必要な子どもたちの実態を把握し、適切な指
導が行われるようにしています。
・障害のある子どもを受け入れている私立保育園・私立幼稚園が障害の程度
に応じた保育・教育を行った場合に、各保育所・幼稚園に対して助成して
います。
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⑱　生活環境の整備状況
　住宅や広場、公園などは、明るく楽しい家庭生活や、親子や子ども同士
のふれ合いの場として大切なものであり、家族の絆の形成や子どもの心と
体の成長に大きな影響を与えるものです。
　また、子どもや子育て家庭が安心して外出できるよう、バリアフリーへ
の対応や、子育てに配慮した施設の整備などに加え、犯罪のない明るいま
ちづくりに向けた取組も重要なことです。
　これらの観点から、現在、生活環境の整備のため、次のような事業を行っ
ています。

・市営住宅の空家募集の際に、子育て世帯向けの別枠募集を行い、子育て世
帯の居住の安定確保を図っています。
・市営住宅に、子育てに適した広さや設備等を備えた住宅として子育て仕様
住戸等を建設し、安心して子どもを生み育てることができる環境の整備を
図っています。
・都市公園のトイレや園路などのバリアフリー化に取り組んでいます。
・子育て家庭が安心して外出できるように、市の施設における授乳室等の設
置の推進や、民間施設への設置の促進に取り組んでいます。
・安心安全なまちづくりを進めるため、防犯に対する意識啓発や、防犯団体
の育成強化、防犯灯の設置の促進に取り組んでいます。
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⑹　「第二期かごしま市すこやか子ども元気プラン」における数値目標と実績

1 2,429 3,290

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

13

14

15

16 110 274

12

※１　自主事業を含む。
※２　市立、自主事業を含む。
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84.1% 88.9% 100%

6.7% 5.0% 0%

18 93.8% 95.6% 100%

19

0 % 88.7% 100%

1 1.0% 1.7% 0%

81.0% % 100%

3

4 89.9% 89.0% 100%

5 % % 0%

6

7117116117

8

30

mk7mk96mk9513

3

33 100

17

※３　25年度実績
※４　高校２年生３学期のアンケート調査結果
※５　20年度アンケート調査結果
※６　2３年度実績
※７　26年度からリサイクル工房講座を含む
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34

35
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38

39

301771404

41

690013624

43

44

8

※８　わくわく親子教室を含む
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⑺　子ども・子育て支援事業計画策定に向けた利用ニーズ把握のた
めの調査結果（概要）

■調査の目的

　子ども・子育て支援給付や地域子ども・子育て支援事業の提供体制の確保等を行
うための計画である「鹿児島市子ども・子育て支援事業計画」の策定に向け、市民
の子育てに関するニーズを把握し、計画づくりの基礎資料とするため実施した。

■調査区域

　鹿児島市全域

■調査期間

　平成25年９月13日から９月30日まで

■調査対象及び回収結果

対　象　者 配付数 回答数 回答率

① 小学校就学前児童の保護者 4,000人
2,682人 53.6％

② 小学校児童の保護者 1,000人

③ 母子手帳交付者（第一子のみ） 133人 23人 17.3％

合計 5,133人 2,705人 52.7％
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子どもの年齢について

配偶者の有無について

子どもの子育てを主に行っている人について（複数回答）

　０歳〜５歳までの数が全体の80.5％を占めており、かつそれぞれの数が13％台であり、差
はみられない。６歳〜８歳の数は全体の18％である。

　「配偶者がいる」が92.8％であり、「配偶者はいない」は6.7％である。

　「父母ともに」行っているが53.0％と最も高く、次いで「主に母親」が46.5％である。
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子どもをみてもらえる親族・知人について

父親・母親の現在の就労状況について

　「緊急時もしくは用事の際にはみてもらえる人がいる」が58.9％と最も高く、次いで「日
常的にみてもらえる人がいる」が20.6％、「みてもらえる人はいない」が16.7％であり、日常
的にみてもらえる状況は少ない。
　預かってもらえる続柄では、「祖父母」が90.2％と最も高く、次いで「母親のきょうだい」
は20.1％と、親族にみてもらう割合が高い状況である。

　父親は「フルタイム」が95.3％と最も高く、母親は「以前は就労していたが、現在は就労
していない」が44.5％と最も高くなっている。
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0.7

3.0
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0.1

2.4

26.9

23.6

44.5

3.2

1.9
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子どもの定期的な教育・保育の事業の利用について

　定期的な教育・保育の事業を「利用している」が68.1％で、「利用していない」は31.2％で
ある。
　現在利用している教育・保育事業では、「幼稚園（通常の就園時間の利用）」が43.4％と最
も高く、次いで「認可保育所（国が定める最低基準に適合した施設で鹿児島市等の認可を受け
たもの）」が41.9％である。
　今後利用希望する教育・保育事業では、「幼稚園（通常の就園時間の利用）」が52.8％と最
も高く、次いで「認可保育所（国が定める最低基準に適合した施設で鹿児島市等の認可を受け
たもの）」が45.5％である。

■現在利用している及び今後利用希望する教育・保育事業（複数回答）
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長期休業中の幼稚園の事業の利用希望について

教育・保育事業を利用していない理由（複数回答）

　「休みの期間中、週に数日利用したい」が46.4％で、次いで「利用する必要はない」が
30.2％であるが、「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」が23.5％であり、休みの期間中の利
用希望は合わせて69.9％と全体の約７割である。

　「子どもがまだ小さいため【（　　　）歳くらいになったら利用したいと考えている】」が
52.9％と最も高く、次いで「利用する必要がない」が41.0％である。
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■定期的な教育・保育の事業の利用を希望する子どもの年齢について
　「子どもがまだ小さいため【（　　）歳くらいになったら利用したいと考えている】」では、
「３歳」が46.7％と最も高く、次いで「１歳」が17.8％、「４歳」が15.3％と続く。
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小学校就学後の放課後の過ごさせたい場所について（複数回答）

誕生時の父母の育児休業取得の有無

　小学校低学年では「自宅」が62.0％と最も高く、次いで「習い事」が43.4％である。
　小学校高学年では「自宅」が60.7％と最も高く、次いで「習い事」が53.5％である。

　父親は「取得していない」が89.0％で、「働いていなかった」が1.8％、「取得した（取得中
である）」は1.2％である。
　母親は「働いていなかった」が54.2％で、「取得した（取得中である）」は28.0％である。
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子どもが病気やケガで休んだ有無について

子どもが休んだ時の対処方法について（複数回答）

病児・病後児保育の希望について

　幼稚園、保育園、小学校などを「休んだ」が76.6％で、「休まなかった」は15.1％である。

　「母親が休んだ」が57.7％と最も高く、次いで「父親または母親のうち就労していない方
が看た」が35.1％、「（同居者を含む）親族・知人に看てもらった」が28.6％と続き、「父親が
休んだ」は15.2％である。

　「利用したいと思わない」が60.7％で、「病児・病後児保育施設等を利用したい」が37.1％
である。
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地域の子育て支援拠点事業の認知、利用の有無、希望について

　認知度として「すこやか子育て交流館（りぼんかん）」が85.7％と最も高く、次いで「親子
つどいの広場（なかまっち）」が76.6％、「保健センターの情報・相談事業」が73.6％と続く。
　利用度では「すこやか子育て交流館（りぼんかん）」が、58.3％と最も高く、次いで「かご
しま市子育てガイド」が35.9％、「保育所や幼稚園の園庭等の開放」が35.5％、「ふれあい子
育てサロンなど」が33.2％である。
　今後利用したい施設・事業では、認知度と現在の利用度共に割合の高い「すこやか子育て
交流館（りぼんかん）」が66.3％と最も高く、次いで「児童館、地域福祉館の児童ルーム」が
54.6％である。
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第３章　計画の基本的考え方

１　基本理念

　この計画は、父母その他の保護者が子育てについての第一義的責任を有すると
いう基本的認識のもとに、次の３項目を基本理念として策定します。

⑴　社会の希望であり、未来をつくる存在である子どもたちが、　　
明るく健やかに成長できるような環境づくり

⑵　子どもを持ちたいと希望する人が安心して子どもを生み育てる
ことができる社会づくり

⑶　子どもを育てている人が、子育てや子どもの成長に喜びや生き
がいを感じることができるような環境づくり

２　基本的視点

　この計画は、次の７項目を基本的視点として策定します。

⑴　子どもの最善の利益を尊重する

　子育ては男女が協力して行うべきとの視点に立ち、「児童憲章」の理念の
もとに、輝く未来と無限の可能性を持つすべての子どもの幸せを第一に考え、
子どもの最善の利益が実現される社会を目指す、子どものための計画としま
す。

⑵　子どもの育ちを支援する

　一人一人の子どもが、かけがえのない個性ある存在として認められるとと
もに、自己肯定感をもって育まれることが可能となる環境づくりに向けた取
組を進めます。
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⑶　利用者の立場に立つ

　妊娠・出産期から切れ目のない支援を行っていくこと、利用者に寄り添い
ながら相談や適切な情報提供を行うことなど、常に、多様な個別のニーズに
柔軟に対応できる利用者が利用しやすい子育て支援策とします。

⑷　社会全体で子育て支援を行う

　保護者が子育てについての第一義的責任を有するという基本的認識を前提
のもと、保護者に寄り添い、子育てに対する負担や不安、孤立感を和らげる
ことができるよう、行政や企業、施設や学校、町内会などの地域社会が相互
に協力しあって、「親育ち」の過程を支援していくことを含め、社会全体で子
育てを支援していく施策を推進します。

⑸　仕事と生活の調和の実現を目指す

　男女が子育ての喜びを実感しながら仕事を続けられる社会をつくるため、
地域の実情に応じた取組を推進します。

⑹　地域における社会資源を効果的に活用する

　地域で子育てに関する活動を行うＮＰＯや育児サークル、母親クラブ、あ
いご会、町内会をはじめとする様々な地域活動団体、事業者、民生委員・児
童委員及び高齢者などと協力して、地域での子育て支援を推進します。
　また、保育所、幼稚園、認定こども園、児童センターをはじめとする児童
福祉施設・学校施設及び地域福祉館等の公共施設の活用を推進します。

⑺　サービスの質を向上させる

　利用者が安心してサービスを利用できる環境を整備するために、人材の資
質の向上を図るなどサービスの質の向上を図るとともに、情報公開やサービ
ス評価等の取組を進めます。

60 61



第
４
章

第４章　教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の提供体制

　国及び県等と連携し、幼児期の質の高い教育・保育及び地域子ども・子育て支援
事業が適切に提供されるよう、計画的に提供体制を確保するとともに、その利用を
支援するため、それぞれの家庭や子どもの状況に応じ、子ども・子育て支援給付を
保障するとともに、地域子ども・子育て支援事業を実施し、妊娠・出産期から切れ
目ない支援を行います。

１　提供区域
　「子ども・子育て支援法第61条」により、地理的条件、人口、交通事情その他の
社会的条件及び教育・保育施設の整備状況等を総合的に勘案して「教育・保育提供
区域」を設定することが義務付けられていることから、次のとおり「教育・保育」
及び「地域子ども・子育て支援事業」の提供区域を定めます。

■　教育・保育施設（幼稚園・保育所・認定こども園） 14区域
■　地域子ども・子育て支援事業
□　延長保育事業 14区域

□　放課後児童健全育成事業 小学校区域

□　子育て短期支援事業 市内全域

□　新生児・妊産婦訪問指導事業
　　こんにちは赤ちゃん事業 市内全域

□　育児支援家庭訪問事業 市内全域

□　地域子育て支援拠点センター事業 14区域

□　一時預かり事業 14区域

□　病児・病後児保育事業 市内全域

□　ファミリー・サポート・センター事業 市内全域

□　妊婦健康診査・健康相談事業 市内全域

□　利用者支援事業（特定、基本、母子保健型） 市内全域
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14区域の内訳
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２　教育・保育の量の見込み並びに提供体制の確保の内容及び　　　
その実施時期

　保護者の就労状況及びその変化等のみならず、子どもの教育・保育施設の利用状
況及び利用希望を踏まえ、需給バランスを勘案しながら提供体制を確保していきま
す。

⑴　教育・保育の量（需要量）の見込み算出の考え方
・【１号】及び【２号】（幼稚園の利用希望が強い）については、実際の利用者数
　と比較してニーズ調査の数値が大きく上回っていたことから、就学前児童のう
ち幼稚園を利用している児童の割合（26.8％）を用いて算出。

・【２号】（保育認定）については、ニーズ調査結果が実際の利用者数を下回って
おり、現状に即していないことから、平成27年度時点の「保育サービス利用率
（＊）」（32.1％）を用いて算出。

（＊　保育サービス利用率＝要保育児童数÷就学前児童数）

・【３号】については、ニーズ調査結果を基に年齢区分ごとに按分して算出。

・各地域ごとの量の見込みについては、ニーズ調査結果に応じて按分して算出。

⑵　確保方策の考え方
・量の見込みに対して不足する提供量（②−①）についての確保方策は、教育・
　保育施設によるものとし、各年度に示す数を確保する。

・【１号】及び【２号】（幼稚園の利用希望が強い）の量の見込みに対して、提供
量が不足する地域があるが、全市域的には提供量が量の見込みを上回っている
ことから、他の地域の提供量により補完されることが見込まれる。
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　子ども・子育て支援新制度では、幼稚園、保育所、認定こども園などの利用を
希望される保護者の方は、利用のための認定を受けていただき、以下の３つの認
定区分に応じて利用先が決まっていきます。
【１号認定】子どもが満３歳以上で、幼稚園等での教育を希望される場合

�利用先 ���：幼稚園、認定こども園
【２号認定】子どもが満３歳以上で、保育の必要な事由に該当し、保育所等での

保育を希望される場合
�利用先 �：保育所、認定こども園

【３号認定】子どもが満３歳未満で、保育の必要な事由に該当し、保育所等での
保育を希望される場合
�利用先 �：保育所、認定こども園
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（全市域）
（単位：人）
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※「全市域」の数値は各地域の積み上げとなるため、表記上、一致していない個所がある。
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（中央地区）

（単位：人）
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（上町地区）

（単位：人）
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（鴨池地区）

（単位：人）
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（城西地区）

（単位：人）

3-5 3-5 3-5 0 1-2 3-5 3-5 3-5 0 1-2 3-5 3-5 0 1-2

951751344651044

431 153

(432) (152)

0606011
1

(0)
0 0

11046 75 701 

)01()0()06()06()011(

1

(0)

3-5 3-5 3-5 0 1-2 3-5 3-5 3-5 0 1-2

751144061054

351234351234

)251()234()251()234(

000000

8131412

)71()31()31()2(

2 3
1

928272

1
3

1
2

432 142 292

706006695

3-5

428 150 309 432 146 300
448

305321 93 245 0622,10622,10622,1

110 60 60

916571 626036

1303

1

9282612616

276

895016

503503

430 139 284 419 135

1,226 01,226 0

 

 

   

 

   

33
1

2
2

13

321 93 245

3-5 3-5 3-5 0 1-2 3-5 3-5 0 1-2

951751344

431 153

(432) (152)

110 60 60
1

(0)
0 0

0 11

(0) (10)

1

(0)

13

321 93 245

626  1 7 5 619

3050622,10622,1

432 142 292

706006

3-5

432 146 300
448

2
1

2

9282

 

68 69



第
４
章

（武・田上地区）

（単位：人）
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（谷山北部地区）

（単位：人）
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（谷山地区）

（単位：人）
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（伊敷地域）

（単位：人）

3-5 3-5 3-5 0 1-2 3-5 3-5 3-5 0 1-2 3-5 3-5 0 1-2

081081605881925

476 151 329

(488) (145) (323)

030204
12
(0)

0 0

8111071 42 02 97 

)21()5()0()02()03()02()08(

12

(0)

3-5 3-5 3-5 0 1-2 3-5 3-5 3-5 0 1-2

371884471094

488 151 329 488 151 329

(488) (145) (323) (488) (145) (323)

000000

042242926191

(19) (10) (23) (24) (16) (34)

2 3
1

928272

1
3

1
2

488 140 311

686686717

3-5

515 151 323 493 146 322
506

80

7529 321 

299 514 80 436 131 299514 80 436 131

40 20 30

3
1

2
2

1303

1

76 07 

289

166466

0841508415

469 135 300 464 129

 

 

   

 

   

 

   

3

 92

514

3-5 3-5 3-5 0 1-2 3-5 3-5 0 1-2

081081605

476 151 329

(488) (145) (323)

40 20 30
12

(0)
0 0

8111071 

)21()5()0()02(

12

(0)

 92

514 80

 92 5 7

514 80 436 131 299

488 140 311

686686

3-5

493 146 322
506

2
1

2

9282

 

72 73



第
４
章

（吉野地域）

（単位：人）
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（桜島地域）

（単位：人）

3-5 3-5 3-5 0 1-2 3-5 3-5 3-5 0 1-2 3-5 3-5 3-5 0 1-2

0172962942

105 0 45 15 30 105 0 45 15 30 105 0 45 15 30

000000

000

3-5 3-5 3-5 0 1-2 3-5 3-5 3-5 0 1-2

962962

105 0 45 15 30 105 0 45 15 30

000000

70

1303

20 9 1670 19 9 14

5353

65261662

2
2 1

0221712

735333

860727

18

8 12

75281842

928272

1
2

2

18 9 13

27 6 17

14

74 75



第
４
章

（吉田地域）

（単位：人）
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95420175

031521721

01 5 7 

71

11 20

9209760329

928272

1
2

2

56 11 22

93 29 69

68

76 77
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（喜入地域）

（単位：人）

3-5 3-5 3-5 0 1-2 3-5 3-5 3-5 0 1-2 3-5 3-5 3-5 0 1-2

633016310163101

80 0 119 38 78 80 0 119 38 78 80 0 119 38 78

000000

000

3-5 3-5 3-5 0 1-2 3-5 3-5 3-5 0 1-2

9321183601

80 0 119 38 78 80 0 119 38 78

000000

13 12 13 64 18 12 13  71

65

151441

101 26 65 106 26

2
2 1

1303

95 75 75 

68

011112510102

931731731

7289368299

928272

1
2

2

20 11 11

99 27 67
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（松元地域）

（単位：人）

3-5 3-5 3-5 0 1-2 3-5 3-5 3-5 0 1-2 3-5 3-5 3-5 0 1-2

786423906229852

175 0 200 54 126 175 0 200 54 126 175 0 250 54 126

0000005

50 11

( 50) ( 10)

00005

3-5 3-5 3-5 0 1-2 3-5 3-5 3-5 0 1-2

6741238332

175 0 250 54 126 175 0 250 54 126

000000

48 3 8141 27 3 7 115

118

092613

223 51 119 202 51

2
2 1

1303

851871571

118

8243

333353053

250 51 137 254 52

928272

1
2

2

13 3 7

237 51 119
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（郡山地域）

（単位：人）

3-5 3-5 3-5 0 1-2 3-5 3-5 3-5 0 1-2 3-5 3-5 0 1-2

6252173266

69 21 45

(71) (20) (44)

2
(0)

0 0

0 5 6

(0) (4) (5)

2

(0)

3-5 3-5 3-5 0 1-2 3-5 3-5 3-5 0 1-2

42865207

541217541217

(71) (20) (44) (71) (20) (44)

000000

857755

)7()4()7()6()4()5(

2 3
1

928272

1
3

1
2

21

71 16 39

996998

3-5

147186348156
73

4  54

31 14

44 4 3 2

45 31 14 69 21 4531 14 69

0

51 1 4

1
3

1
2

2 3

1303

74 05 

2959

41134113

66 16 38

 

 

   

 

   

 

   

64 16 37

3-5 3-5 3-5 0 1-2 3-5 3-5 0 1-2

625217

69 21 45

(71) (20) (44)

2

(0)
0 0

0 5 6

(0) (4) (5)

2

(0)

2
1

2

9282

71 16 39

9969

3-5

68 17 41
73

4  54

31 1431 14 69 21 45

 51 1 4
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３　地域子ども・子育て支援事業の量の見込み並びに提供体制の確保
の内容及びその実施時期

　地域子ども・子育て支援事業についても、現在の利用状況及び利用希望を踏まえ、
次のとおり量を見込み、提供体制を確保していきます。

  

  

    

 

25

 

27 31

19.1%

 

27 31
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 27  28  29  30  31  
H25

 

 2,210 2,398 2,433 2,433 2,433 

1,922 2,210 2,398 2,433 2,433 2,433 

 0 0 0 0 0 

 

 

 84 121 144 144 144 

 84 121 144 144 144 

 0 0 0 0 0 

 

 147 166 178 178 178 

 147 166 178 178 178 

 0 0 0 0 0 

 

 358 398 398 398 398 

 358 398 398 398 398 

 0 0 0 0 0 

 

 117 161 161 161 161 

 117 161 161 161 161 

 0 0 0 0 0 

 213 230 230 230 230 

 213 230 230 230 230 

 0 0 0 0 0 

 

 378 378 378 378 378 

 378 378 378 378 378 

 0 0 0 0 0 

 

 321 325 325 325 325 

 321 325 325 325 325 

 0 0 0 0 0 

 

 174 191 191 191 191 

 174 191 191 191 191 

 0 0 0 0 0 

 

 213 213 213 213 213 

 213 213 213 213 213 

 0 0 0 0 0 

 

 17 17 17 17 17 

 17 17 17 17 17 

 0 0 0 0 0 

 

 54 54 54 54 54 

 54 54 54 54 54 

 0 0 0 0 0 

 

 45 45 45 45 45 

 45 45 45 45 45 

 0 0 0 0 0 

 

 61 71 71 71 71 

 61 71 71 71 71 

 0 0 0 0 0 

 

 28 28 28 28 28 

 28 28 28 28 28 

 0 0 0 0 0 

80 81

【量の見込み及び確保方策】 （単位：人）
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 27 28 29 30 31  
H25

 

1-3  

 5,193 5,212 5,278 5,270 5,265 

4,155 4,846 5,014 5,179 5,232 5,265 

 347 198 99 38 0 

 

4-6  

 917 921 931 926 925 

67 285 420 604 745 925 

 632 501 327 181 0 

 

 6,110 6,133 6,209 6,196 6,190 

4,222 5,131 5,434 5,783 5,977 6,190 

 979 699 426 219 0 

  
  

   

 

 
  

 

 
 

 

 26

5  

 

  

56 34 31

 

 

28 10  

 
 

 

 

1 1.65 40

 

【量の見込み及び確保方策】 （単位：人）
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15 45 3 15 44 24 6 38 93 164 140 59

15 45 3 15 44 24 6 38 93 150 140 55

0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0

3 8 1 3 8 4 1 7 16 29 25 10

3 8 1 3 8 4 1 7 0 0 20 0

0 0 0 0 0 0 0 0 6 9 5

18 53 4 18 52 28 7 45 109 193 165 69

18 53 4 18 52 28 7 45 93 150 160 55

0 0 0 0 0 0 0 0 6 3 5

15 45 3 15 44 24 6 38 93 164 140 59

15 45 3 15 44 24 6 38 93 164 140 55

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 8 1 3 8 4 1 7 16 29 25 10

3 8 1 3 8 4 1 7 0 29 20 0

0 0 0 0 0 0 0 0 6 0 5

18 53 4 18 52 28 7 45 109 193 165 69

18 53 4 18 52 28 7 45 93 193 160 55

0 0 0 0 0 0 0 0 6 0 5

15 46 3 15 45 24 6 39 94 166 142 60

15 46 3 15 45 24 6 39 94 166 142 60

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 8 1 3 8 4 1 7 17 29 25 10

3 8 1 3 8 4 1 7 0 29 20 10

0 0 0 0 0 0 0 0 7 0 5 0

18 54 4 18 53 28 7 46 111 195 167 70

18 54 4 18 53 28 7 46 94 195 162 70

0 0 0 0 0 0 0 0 7 0 5 0

15 46 3 15 45 24 6 39 94 166 142 60

15 46 3 15 45 24 6 39 94 166 142 60

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 8 1 3 8 4 1 7 16 29 25 10

3 8 1 3 8 4 1 7 16 29 20 10

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0

18 54 4 18 53 28 7 46 110 195 167 70

18 54 4 18 53 28 7 46 110 195 162 70

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0

15 46 3 15 45 24 6 39 94 166 142 59

15 46 3 15 45 24 6 39 94 166 142 59

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 8 1 3 8 4 1 7 16 29 25 10

3 8 1 3 8 4 1 7 16 29 25 10

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

18 54 4 18 53 28 7 46 110 195 167 69

18 54 4 18 53 28 7 46 110 195 167 69

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10 36 4 10 32 21 0 36 81 120 113 44

0 1 1 0 3 2 0 0 9 0 0 0

10 37 5 10 35 23 0 36 90 120 113 44

30

31

27

29

28

25
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30

31

27

29

28

25

  81 63 119 64 49 67 16 7 58 81 72 112

55 55 110 55 49 55 16 7 55 81 72 112

6 8 9 9 0 2 0 0 3 0 0 0

14 11 21 11 9 12 3 1 10 14 13 20

0 0 0 0 0 0 3 1 0 14 13 0

4 1 1 1 9 2 0 0 0 0 0

95 74 140 75 58 79 19 8 68 95 85 132

55 55 110 55 49 55 19 8 55 95 85 112

0 9 0 0 9 4 0 0 3 0 0

81 63 119 64 49 67 16 7 58 81 72 112

81 63 119 55 49 67 16 7 55 81 72 112

0 0 0 9 0 0 0 0 3 0 0 0

14 11 21 11 9 12 3 1 10 14 13 20

14 11 11 0 0 12 3 1 0 14 13 0

0 0 0 1 9 0 0 0 0 0 0

95 74 140 75 58 79 19 8 68 95 85 132

95 74 130 55 49 79 19 8 55 95 85 112

0 0 0 0 9 0 0 0 3 0 0

83 64 120 65 49 68 16 7 58 83 73 113

83 64 120 55 49 68 16 7 55 83 73 113

0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0

15 11 21 11 9 12 3 1 10 15 13 20

15 11 10 0 9 12 3 1 0 15 13 20

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

98 75 141 76 58 80 19 8 68 98 86 133

98 75 130 55 58 80 19 8 55 98 86 133

0 0 1 0 0 0 0 3 0 0 0

82 64 120 65 49 68 16 7 58 82 73 113

82 64 120 65 49 68 16 7 58 82 73 113

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14 11 21 11 9 12 3 1 10 14 13 20

14 11 10 11 9 12 3 1 10 14 13 20

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

96 75 141 76 58 80 19 8 68 96 86 133

96 75 130 76 58 80 19 8 68 96 86 133

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

82 64 120 65 49 67 16 7 58 82 73 113

82 64 120 65 49 67 16 7 58 82 73 113

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14 11 21 11 9 12 3 1 10 14 13 20

14 11 21 11 9 12 3 1 10 14 13 20

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

96 75 141 76 58 79 19 8 68 96 86 133

96 75 141 76 58 79 19 8 68 96 86 133

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

62 47 88 64 37 54 18 2 52 56 53 109

1 0 0 0 2 1 0 0 0 0 0 3

63 47 88 64 39 55 18 2 52 56 53 112
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30

31

27

29

28

25

  50 90 84 106 123 125 61 61 143 59 120 131

50 90 84 106 110 125 55 61 110 55 120 110

0 0 0 0 3 0 6 0 3 4 0

9 16 15 19 22 22 11 11 25 10 21 23

0 0 15 0 0 0 0 11 0 0 0 0

9 6 0 9 2 2 1 0 5 0 1

59 106 99 125 145 147 72 72 168 69 141 154

50 90 99 106 110 125 55 72 110 55 120 110

9 6 0 9 5 2 7 0 8 4 1

50 91 84 106 123 126 61 61 144 59 120 131

50 91 84 106 110 126 55 61 144 55 120 110

0 0 0 0 3 0 6 0 0 4 0

9 16 15 19 22 22 11 11 25 10 21 23

9 0 15 0 0 0 0 11 25 0 0 0

0 6 0 9 2 2 1 0 0 0 1

59 107 99 125 145 148 72 72 169 69 141 154

59 91 99 106 110 126 55 72 169 55 120 110

0 6 0 9 5 2 7 0 0 4 1

50 92 85 108 125 127 62 62 146 60 122 133

50 92 85 108 125 127 62 62 146 55 122 133

0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0

9 16 15 19 22 22 11 11 26 10 21 23

9 0 15 0 22 22 11 11 26 0 21 23

0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0

59 108 100 127 147 149 73 73 172 70 143 156

59 92 100 108 147 149 73 73 172 55 143 156

0 6 0 0 0 0 0 0 5 0 0

50 92 85 108 125 127 62 62 145 60 121 133

50 92 85 108 125 127 62 62 145 55 121 133

0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0

9 16 15 19 22 22 11 11 26 10 21 23

9 0 15 19 22 22 11 11 26 0 21 23

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

59 108 100 127 147 149 73 73 171 70 142 156

59 92 100 127 147 149 73 73 171 55 142 156

0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0

50 92 85 108 125 127 62 62 145 59 121 133

50 92 85 108 125 127 62 62 145 59 121 133

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9 16 15 19 22 22 11 11 26 10 21 23

9 16 15 19 22 22 11 11 26 10 21 23

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

59 108 100 127 147 149 73 73 171 69 142 156

59 108 100 127 147 149 73 73 171 69 142 156

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

43 64 76 99 85 89 55 52 115 54 113 107

1 0 0 2 2 1 1 0 0 0 0 1

44 64 76 101 87 90 56 52 115 54 113 108
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30

31

27

29

28

25

  87 16 75 94 102 53 30 87 147 26 18 9

87 0 55 94 102 53 30 87 110 20 18 9

0 6 0 0 0 0 0 7 6 0 0

15 3 13 16 18 9 5 15 26 5 3 2

13 0 0 16 18 0 5 15 5 0 3 2

2 3 3 0 0 9 0 0 1 5 0 0

102 19 88 110 120 62 35 102 173 31 21 11

100 0 55 110 120 53 35 102 115 20 21 11

2 9 3 0 0 9 0 0 8 1 0 0

87 16 75 94 102 53 31 87 147 26 18 9

87 0 55 94 102 53 31 87 147 20 18 9

0 6 0 0 0 0 0 0 6 0 0

15 3 13 17 18 9 5 15 26 5 3 2

13 0 0 16 18 0 5 15 26 0 3 2

2 3 3 1 0 9 0 0 0 5 0 0

102 19 88 111 120 62 36 102 173 31 21 11

100 0 55 110 120 53 36 102 173 20 21 11

2 9 3 1 0 9 0 0 0 1 0 0

88 16 76 95 103 54 31 88 149 26 18 9

88 16 76 95 103 54 31 88 149 20 18 9

0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0 0

16 3 13 17 18 9 5 16 26 5 3 2

12 3 13 15 18 0 5 16 26 0 3 2

4 0 0 2 0 9 0 0 0 5 0 0

104 19 89 112 121 63 36 104 175 31 21 11

100 19 89 110 121 54 36 104 175 20 21 11

4 0 0 2 0 9 0 0 0 1 0 0

88 16 76 95 103 54 31 88 149 26 18 9

88 16 76 95 103 54 31 88 149 20 18 9

0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0 0

15 3 13 17 18 9 5 15 26 5 3 2

12 3 13 15 18 0 5 15 26 0 3 2

3 0 0 2 0 9 0 0 0 5 0 0

103 19 89 112 121 63 36 103 175 31 21 11

100 19 89 110 121 54 36 103 175 20 21 11

3 0 0 2 0 9 0 0 0 1 0 0

88 16 76 95 103 54 31 88 149 26 18 9

88 16 76 95 103 54 31 88 149 26 18 9

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 3 13 17 18 9 5 15 26 5 3 2

15 3 13 17 18 9 5 15 26 5 3 2

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

103 19 89 112 121 63 36 103 175 31 21 11

103 19 89 112 121 63 36 103 175 31 21 11

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

56 10 55 57 88 39 21 69 113 19 28 11

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

56 10 55 57 88 39 21 69 113 19 28 11
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30

31

27

29

28

25

  6 0 23 6 59 6 98 60 135 120 126

6 0 23 6 55 0 98 55 135 105 110

0 0 0 0 0 4 6 0 5 0 5

1 0 4 1 10 1 17 11 24 21 22

1 0 4 1 0 0 12 0 24 0 0

0 0 0 0 0 0 1 5 1 0 1

7 0 0 27 7 69 7 115 71 159 141 148

7 0 0 27 7 55 0 110 55 159 105 110

0 0 0 0 0 4 7 5 6 0 6

6 0 23 6 67 6 98 60 136 120 127

6 0 23 6 55 0 98 55 136 105 110

0 0 0 0 0 2 6 0 5 0 5

1 0 4 1 12 1 17 11 24 21 22

1 0 4 1 0 0 12 0 24 0 0

0 0 0 0 0 2 1 5 1 0 1

7 0 0 27 7 79 7 115 71 160 141 149

7 0 0 27 7 55 0 110 55 160 105 110

0 0 0 0 0 4 7 5 6 0 6

6 0 23 6 68 6 100 61 138 122 128

6 0 23 6 55 0 100 55 138 105 128

0 0 0 0 0 3 6 0 6 0 7 0

1 0 4 1 12 1 18 11 24 21 23

1 0 4 1 0 0 10 0 24 0 23

0 0 0 0 0 2 1 8 1 0 1 0

7 0 0 27 7 80 7 118 72 162 143 151

7 0 0 27 7 55 0 110 55 162 105 151

0 0 0 0 0 5 7 8 7 0 8 0

6 0 23 6 68 6 100 61 137 121 128

6 0 23 6 68 6 100 55 137 121 128

0 0 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0

1 0 4 1 12 1 18 11 24 21 23

1 0 4 1 12 1 10 0 24 21 23

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

7 0 0 27 7 80 7 118 72 161 142 151

7 0 0 27 7 80 7 110 55 161 142 151

0 0 0 0 0 0 0 7 0 0 0

6 0 23 6 67 6 100 61 137 121 128

6 0 23 6 67 6 100 61 137 121 128

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 4 1 12 1 17 11 24 21 23

1 0 4 1 12 1 17 11 24 21 23

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 0 0 27 7 79 7 117 72 161 142 151

7 0 0 27 7 79 7 117 72 161 142 151

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 0 14 4 51 0 64 53 123 92 97

0 0 10 3 0 0 0 0 4 1 1

7 0 0 24 7 51 0 64 53 127 93 98

86 87



第
４
章

30

31

27

29

28

25

  126 91 113 77 14 3 240 79 60 123 56 67

105 91 110 77 14 3 240 79 60 110 55 55

1 0 0 0 0 0 0 0 3 1

22 16 20 13 2 1 42 14 11 22 10 12

0 0 0 13 2 1 5 14 11 0 0 0

2 6 0 0 0 0 7 0 0 2 0

148 107 133 90 16 4 282 93 71 145 66 79

105 91 110 90 16 4 245 93 71 110 55 55

3 6 3 0 0 0 7 0 0 5 1

127 92 113 77 14 3 241 79 60 123 57 67

127 92 110 77 14 3 241 79 60 110 55 55

0 0 3 0 0 0 0 0 0 3 2

22 16 20 14 2 1 42 14 11 22 10 12

3 0 0 14 2 1 4 14 11 0 0 0

9 6 0 0 0 0 8 0 0 2 0

149 108 133 91 16 4 283 93 71 145 67 79

130 92 110 91 16 4 245 93 71 110 55 55

9 6 3 0 0 0 8 0 0 5 2

128 93 115 78 14 3 244 80 61 125 57 68

128 93 110 78 14 3 244 80 61 110 55 68

0 0 5 0 0 0 0 0 0 5 2 0

23 16 20 14 2 1 43 14 11 22 10 12

2 0 0 14 2 1 1 14 11 0 0 12

1 6 0 0 0 0 2 0 0 2 0 0

151 109 135 92 16 4 287 94 72 147 67 80

130 93 110 92 16 4 245 94 72 110 55 80

1 6 5 0 0 0 2 0 0 7 2 0

128 93 114 78 14 3 244 80 61 125 57 68

128 93 110 78 14 3 244 80 61 110 55 68

0 0 4 0 0 0 0 0 0 5 2 0

23 16 20 14 2 1 43 14 11 22 10 12

2 0 0 14 2 1 43 14 11 0 0 12

1 6 0 0 0 0 0 0 2 0 0

151 109 134 92 16 4 287 94 72 147 67 80

130 93 110 92 16 4 287 94 72 110 55 80

1 6 0 0 0 0 0 0 7 2 0

128 93 114 78 14 3 244 80 61 125 57 67

128 93 114 78 14 3 244 80 61 125 57 67

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

23 16 20 14 2 1 43 14 11 22 10 12

23 16 20 14 2 1 43 14 11 22 10 12

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

151 109 134 92 16 4 287 94 72 147 67 79

151 109 134 92 16 4 287 94 72 147 67 79

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

90 95 89 52 0 2 187 65 58 75 55 61

0 3 1 0 0 5 0 0 1 0 0 0

90 98 90 52 0 7 187 65 59 75 55 61
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30

31

27

29

28

25

  65 27 9 49 23 0 0 5,193

55 27 9 49 23 0 0 4,846

0 0 0 0 0 0

12 5 2 9 4 0 0 917

0 0 2 6 0 0 0 285

2 5 0 3 4 0 0

77 32 11 58 27 0 0 6,110

55 27 11 55 23 0 0 5,131

2 5 0 3 4 0 0

66 27 9 49 23 0 0 5,212

55 27 9 49 23 0 0 5,014

0 0 0 0 0 0

12 5 2 9 4 0 0 921

0 0 2 6 0 0 0 420

2 5 0 3 4 0 0

78 32 11 58 27 0 0 6,133

55 27 11 55 23 0 0 5,434

3 5 0 3 4 0 0

66 28 9 49 23 0 0 5,278

55 28 9 49 23 0 0 5,179

0 0 0 0 0 0

12 5 2 9 4 0 0 931

0 0 2 6 0 0 0 604

2 5 0 3 4 0 0

78 33 11 58 27 0 0 6,209

55 28 11 55 23 0 0 5,783

3 5 0 3 4 0 0

66 27 9 49 23 0 0 5,270

66 27 9 49 23 0 0 5,232

0 0 0 0 0 0 0

12 5 2 9 4 0 0 926

12 0 2 6 0 0 0 745

0 5 0 3 4 0 0

78 32 11 58 27 0 0 6,196

78 27 11 55 23 0 0 5,977

0 5 0 3 4 0 0

66 27 9 49 23 0 0 5,265

66 27 9 49 23 0 0 5,265

0 0 0 0 0 0 0 0

12 5 2 9 4 0 0 925

12 5 2 9 4 0 0 925

0 0 0 0 0 0 0 0

78 32 11 58 27 0 0 6,190

78 32 11 58 27 0 0 6,190

0 0 0 0 0 0 0 0

57 18 14 40 23 2 0 4,155

0 2 5 0 0 0 0 67

57 20 19 40 23 2 0 4,222

88 89



第
４
章

  

 
18  

 

   

 

  

 

 

 

 

 
 

 

5  

 

 

C×B A  

0 18                     

25

 

27

 

28

 

29

 

30

 

31

 

111,339 110,671 110,287 109,834 109,395 108,966 

 

 

 21 25 ,541  08.2  

21  22  23  24  25   

796  592 475 790 888  3,541

  21 25 4    10.8  

21  22  23  24  25   

22  8  18  6  0  54  
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27  28  29  30  31  
H25

 

 704 702 699 696 694 

888 704 702 699 696 694 

 0 0 0 0 0 

           【量の見込み及び確保方策】ショートステイ

【量の見込み及び確保方策】トワイライト

（単位：人日）

（単位：人日）

27  28  29  30  31  
H25

 

 11 11 11 11 11 

0 11 11 11 11 11 

 0 0 0 0 0 
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27  28  29  30  31  
H25

 

 5,360 5,272 5,183 5,086 4,985 

5,593 5,360 5,272 5,183 5,086 4,985 

 0 0 0 0 0 

 
  

   
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【量の見込み及び確保方策】 （単位：人）
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27  28  29  30  31  
H25  

440 432 425 417 409 

387440 432 425 417 409 

0 0 0 0 0 

 
 

  

   
 

 
 

 

 

 

   H23 5    466  

   H23  523 H24 87 H25  387  

 H23 5   5,668  

H23  5,748 24 5,649 5  5,607    

   H23 5

   0.082 

0.082 

 
 

 39

 21 663

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【量の見込み及び確保方策】 （単位：人）
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27 31

 

5 (3 )

(11 3 )  

 

14

 

 

31 5  

 

6  

1 200 ×359 1,000  

9 150 ×268 0,000

41  

28  

31  

539,808 540,000  
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581,004 569,112 559,704 549,972 539,808

426,000 453,000 527,000 539,000 540,000

 155,004  116,112  32,704  10,972 192

36,373 37,852 39,296 40,835 41,612

36,970 38,185 43,056 44,526 45,560

597 333 3,760 3,691 3,948

34,647 33,992 34,464 34,371 34,343

28,546 28,575 32,413 32,748 33,158

 6,101  5,417  2,051  1,623  1,185

100,764 99,149 97,334 95,324 93,937

86,935 88,182 97,301 97,091 97,344

 13,829  10,967  33 1,767 3,407

39,549 38,885 38,212 37,603 36,960

21,170 29,249 33,851 33,887 33,923

 18,379  9,636  4,361  3,716  3,037

57,851 57,136 56,072 55,528 54,800

30,966 39,223 53,466 54,751 54,953

 26,885  17,913  2,606  777 153

89,641 86,035 82,654 79,377 76,382

47,983 55,015 70,753 78,536 78,505

 41,658  31,020  11,901  841 2,123

83,361 82,046 81,613 79,847 78,587

53,622 53,835 62,077 61,847 61,992

 29,739  28,211  19,536  18,000  16,595

44,683 42,917 41,476 40,479 38,895

30,918 30,453 33,974 33,791 33,227

 13,765  12,464  7,502  6,688  5,668

48,787 46,978 45,168 43,839 42,181

32,115 32,672 37,375 38,015 37,443

 16,672  14,306  7,793  5,824  4,738

2,436 2,181 2,138 2,136 2,006

1,804 1,692 1,890 1,914 1,853

 632  489  248  222  153

8,470 8,365 8,367 8,400 8,593

11,534 11,571 12,441 12,560 12,794

3,064 3,206 4,074 4,160 4,201

8,528 8,537 8,580 8,557 8,593

6,565 6,665 7,580 7,663 7,794

 1,963  1,872  1,000  894  799

20,231 19,514 18,800 18,153 17,612

14,829 15,664 18,226 19,015 18,876

 5,402  3,850  574 862 1,264

5,685 5,524 5,530 5,524 5,306

22,043 22,019 22,597 22,656 22,578

16,358 16,495 17,067 17,132 17,272

21,007

23,147

21,956

1,578

9,661

4,665

10,073

21,878

65,246

14,156

19,860

33,253

36,214

30 31
 (

H

310,734

28,040

27 28 29

【量の見込み及び確保方策】 （単位：人）

94 95



第
４
章

  
  

    

 

 

 

  

96 97



第
４
章

27  28  29  30  31  
H25

 

 17,869 17,862 17,535 17,183 16,832 

 17,869 17,862 17,535 17,183 16,832 

 0 0 0 0 0 

 

 994 1,037 1,144 1,200 1,274 

 994 1,037 1,144 1,200 1,274 

 0 0 0 0 0 

 

 1,010 1,027 1,053 1,081 1,121 

 1,010 1,027 1,053 1,081 1,121 

 0 0 0 0 0 

 

 3,048 3,014 2,932 2,894 2,857 

 3,048 3,014 2,932 2,894 2,857 

 0 0 0 0 0 

 

 1,156 1,167 1,167 1,161 1,129 

 1,156 1,167 1,167 1,161 1,129 

 0 0 0 0 0 

 

 1,790 1,783 1,789 1,783 1,748 

 1,790 1,783 1,789 1,783 1,748 

 0 0 0 0 0 

 2,856 2,768 2,580 2,415 2,314 

 2,856 2,768 2,580 2,415 2,314 

 0 0 0 0 0 

 

 2,623 2,723 2,629 2,573 2,470 

 2,623 2,723 2,629 2,573 2,470 

 0 0 0 0 0 

 

 1,390 1,332 1,319 1,264 1,250 

 1,390 1,332 1,319 1,264 1,250 

 0 0 0 0 0 

 

 1,571 1,566 1,503 1,418 1,318 

 1,571 1,566 1,503 1,418 1,318 

 0 0 0 0 0 

 

 63 67 71 68 65 

 63 67 71 68 65 

 0 0 0 0 0 

 

 248 242 250 270 280 

 248 242 250 270 280 

 0 0 0 0 0 

 

 268 265 267 274 286 

 268 265 267 274 286 

 0 0 0 0 0 

 

 676 686 641 602 546 

 676 686 641 602 546 

 0 0 0 0 0 

 

 176 185 190 180 174 

 176 185 190 180 174 

 0 0 0 0 0 

【量の見込み及び確保方策】 （単位：人日）
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27  28  29  30  31  
H25

 

 603,619 603,377 592,354 580,463 568,606 

 603,619 603,377 592,354 580,463 568,606 

 0 0 0 0 0 

 

 33,565 35,021 38,650 40,525 43,026 

 33,565 35,021 38,650 40,525 43,026 

 0 0 0 0 0 

 

 34,117 34,677 35,558 36,511 37,875 

 34,117 34,677 35,558 36,511 37,875 

 0 0 0 0 0 

 

 102,972 101,796 99,046 97,762 96,524 

 102,972 101,796 99,046 97,762 96,524 

 0 0 0 0 0 

 

 39,050 39,425 39,406 39,221 38,150 

 39,050 39,425 39,406 39,221 38,150 

 0 0 0 0 0 

 

 60,472 60,238 60,431 60,222 59,062 

 60,472 60,238 60,431 60,222 59,062 

 0 0 0 0 0 

 96,487 93,505 87,159 81,600 78,154 

 96,487 93,505 87,159 81,600 78,154 

 0 0 0 0 0 

 

 88,621 91,991 88,808 86,918 83,442 

 88,621 91,991 88,808 86,918 83,442 

 0 0 0 0 0 

 

 46,950 44,998 44,559 42,687 42,236 

 46,950 44,998 44,559 42,687 42,236 

 0 0 0 0 0 

 

 53,055 52,910 50,777 47,903 44,536 

 53,055 52,910 50,777 47,903 44,536 

 0 0 0 0 0 

 

 2,139 2,270 2,405 2,299 2,198 

 2,139 2,270 2,405 2,299 2,198 

 0 0 0 0 0 

 

 8,383 8,188 8,451 9,128 9,443 

 8,383 8,188 8,451 9,128 9,443 

 0 0 0 0 0 

 

 9,038 8,944 9,036 9,265 9,649 

 9,038 8,944 9,036 9,265 9,649 

 0 0 0 0 0 

 

 22,837 23,153 21,644 20,348 18,439 

 22,837 23,153 21,644 20,348 18,439 

 0 0 0 0 0 

 

 5,933 6,261 6,424 6,074 5,872 

 5,933 6,261 6,424 6,074 5,872 

 0 0 0 0 0 

【量の見込み及び確保方策】 （単位：人日）

98 99



第
４
章

 

 

 

 

  

    

 

25

 

21 22 25
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27  28  29  30  31  
H25

 

 53,926 56,059 58,377 60,897 63,636 

44,325  53,926 56,059 58,377 60,897 63,636 

 0 0 0 0 0 

 

 

 3,503 3,870 4,289 4,667 5,116 

 3,503 3,870 4,289 4,667 5,116 

 0 0 0 0 0 

 

 3,168 3,418 3,621 3,858 4,147 

 3,168 3,418 3,621 3,858 4,147 

 0 0 0 0 0 

 

 9,509 9,865 10,234 10,721 11,263 

 9,509 9,865 10,234 10,721 11,263 

 0 0 0 0 0 

 

 3,691 3,842 4,012 4,199 4,353 

 3,691 3,842 4,012 4,199 4,353 

 0 0 0 0 0 

 

 5,354 5,552 5,840 6,133 6,400 

 5,354 5,552 5,840 6,133 6,400 

 0 0 0 0 0 

 

 8,370 8,472 8,596 8,765 9,052 

 8,370 8,472 8,596 8,765 9,052 

 0 0 0 0 0 

 

 7,630 8,018 8,299 8,680 8,998 

 7,630 8,018 8,299 8,680 8,998 

 0 0 0 0 0 

 

 4,112 4,203 4,356 4,447 4,627 

 4,112 4,203 4,356 4,447 4,627 

 0 0 0 0 0 

 

 4,463 4,523 4,649 4,739 4,806 

 4,463 4,523 4,649 4,739 4,806 

 0 0 0 0 0 

 

 207 219 231 233 232 

 207 219 231 233 232 

 0 0 0 0 0 

 

 783 828 886 971 1,044 

 783 828 886 971 1,044 

 0 0 0 0 0 

 

 790 842 889 950 1,030 

 790 842 889 950 1,030 

 0 0 0 0 0 

 

 1,826 1,855 1,893 1,941 1,953 

 1,826 1,855 1,893 1,941 1,953 

 0 0 0 0 0 

 

 520 552 582 593 615 

 520 552 582 593 615 

 0 0 0 0 0 

【量の見込み及び確保方策】 （単位：人日）
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5

 

 

 
 

 

27  28  29  30  31  
H25

 

 9,952 10,798 10,960 10,960 10,960 

6,337 8,750 9,375 10,000 10,625 11,250 

 1,202 1,423 960 335 290 

【量の見込み及び確保方策】 （単位：人日）
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5,597 5,583 5,590 5,569 5,534

5,597 5,583 5,590 5,569 5,534

0 0 0 0 0

1,964 1,944 1,911 1,875 1,838

1,964 1,944 1,911 1,875 1,838

0 0 0 0 0

2,516 2,521 2,555 2,550 2,550

2,516 2,521 2,555 2,550 2,550

0 0 0 0 0

719 722 730 753 754

719 722 730 753 754

0 0 0 0 0

398 396 394 391 392

398 396 394 391 392

0 0 0 0 0

27 28 29 30 31
 (

H

5,536

0 5 1,987

6 8 2,408

9 11 736

12 18 405

【量の見込み及び確保方策】 （単位：人日）
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27  28  29  30  31  
H25

   

   

  

【量の見込み及び確保方策】 （単位：か所）

  

   
 

 

 
 

 
 

 
23 25 17,458 (A) 211,362 (B)  

   B/A 12.11  
14  

23 4 1    24 35 2 1  
36 1 1  

 
 

 
 

 
 

 

 

 27  28  29  30  31  
H25  

 

 
 
 

5,272

(63,844)

5,183

(62,767)

5,086

(61,592)

4,985

(60,369)

4,890

(59,218) 
5,695

(68,259) 63,844 62,767 61,592 60,369 59,218 

 0 0 0 0 0 

 

 

 

 

 

 

 

【量の見込み及び確保方策】 （単位：人・回）
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【量の見込み及び確保方策】 （単位：か所）

  

   

 

 

 

2  

 

 

 
 

 

27  28  29  30  31  
H25  

 

 4 4 4 4 4

 4 4 4 4 4 2 

 0 0 0 0 0 

【量の見込み及び確保方策】 （単位：か所）
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４　子ども・子育て支援給付に係る教育・保育の一体的提供及び当該
教育・保育の推進に関する体制の確保の内容

⑴　認定こども園の設置数、設置時期その他認定こども園の普及に
係る考え方

　子ども・子育て支援新制度では、教育と保育を一体的に行う施設として認
定こども園の普及を図ることとしています。
　認定こども園は、保護者の働いている状況に関わりなく利用でき、保護者
の就労状況が変わった場合でも通い慣れた園を継続して利用できるという特
長があります。
　また、増大する保育需要に対して、既存の幼稚園から認定こども園への移
行を促進することで、特に保育需要の高い低年齢児の待機児童対策として有
効であると考えています。
　そのようなことから、本市における認定こども園の整備については、特に
幼保連携型認定こども園は市が認可権を有することから、児童福祉法に基づ
く「鹿児島市保育所等整備計画」において待機児童解消策の一つとして掲げ
ることとしており、ニーズ調査結果や保育量の提供体制とのバランスを考慮
しつつ、整備を進めます。
　また、県が認定権を有する幼稚園型認定こども園についても、整備計画と
の調和を図るとともに、県と連携した取組を行います。
　なお、移行にあたって必要となる施設整備につきましては、国の補助金等
を活用し、支援を行います。

⑵　質の高い教育・保育、地域の子育て支援の役割及びその推進方策

　子ども・子育て支援新制度は質の高い教育・保育及び地域子ども・子育て
支援事業の提供を通じて全ての子どもが健やかに成長するように支援するも
のです。
　そのため、幼稚園教諭、保育士等に対する研修の充実等による資質の向上、
処遇改善を始めとする労働環境への配慮並びに教育・保育等を行う者に対す
る適切な指導監督及び評価等の実施を通じて、質の高い教育・保育及び地域
子ども・子育て支援事業の提供を図っていきます。
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⑶　教育・保育施設等と小学校との連携

　保育所等から小学校への円滑な接続を図るため、子どもの育ちを支えるた
めの資料の送付や幼・保・小連絡会等を通じ、連携の推進に努めます。
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第５章　施策の展開

１　施策の体系
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２　施策の概要

⑴　地域における子育て支援
　地域社会は、子どもの成長の過程で重要な生活基盤であり、そこに住む人々
が協力して子どもを見守るという機能を果たしてきました。
　近年、核家族化の進展や地域のつながりの希薄化により、祖父母や近隣の
住民等から、日々の子育てに対する助言、支援や協力を得ることが困難な状
況となっています。
　このため、すべての子育て家庭への支援を行う観点から、地域における様々
な子育て支援サービスを推進するとともに、学校の余裕教室など公共施設の
余裕空間の子育て分野への活用や町内会、母親クラブなど市民団体の活動の
支援など、地域社会における子育て支援のための施策を実施します。

110 111

⑴　地域における子育て支援

①　地域における子育て支援サービスの推進

②　保育サービスの推進

③　子育て支援のネットワークによる情報発信、支援

④　子どもの健全育成

⑤　町内会や校区社会福祉協議会等への支援、連携

⑥　民生委員・児童委員との協働

⑦　市民団体や事業者等の自主的な活動の促進
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①　地域における子育て支援サービスの推進
　共働き家庭等を含めたすべての子育て家庭を支援するため、地域での様々
な子育て支援サービスの推進を図ります。

（主な施策）
・保育所等での延長保育
・放課後児童健全育成事業
・子育て短期支援事業
・新生児・妊産婦訪問指導事業、こんにちは赤ちゃん事業
・育児支援家庭訪問事業
・すこやか子育て交流館管理運営等事業
・親子つどいの広場運営事業
・親子つどいの広場整備事業
・児童センター運営事業
・地域子育て支援センター事業
・保育所等での一時預かり
・病児・病後児保育事業
・ファミリー・サポート・センター事業
・妊婦健康診査・健康相談事業
・利用者支援事業（基本・特定・母子保健型）

②　保育サービスの推進
　多様な保育需要に対応して、広く市民が利用しやすい保育サービスの提
供に努めます。

（主な施策）
・保育所等での休日保育
・保育所等での障害児保育
・保育所地域活動事業
・保育所、幼稚園等での幼児保育（教育）相談
・市保育園協会への研修費補助
・私立幼稚園等への研修費補助
・保育所保育士、幼稚園教諭等の研修
・保育所等への研修費補助
・認可外保育施設助成事業　　など

110 111
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③　子育て支援のネットワークによる情報発信、支援
　子育て支援のネットワークづくりをさらに進めるとともに、すこやか子
育て交流館を拠点として、地域の子育て支援サービスや子育て支援団体等
の情報の集積、市民への発信や子育て支援団体等の活動支援などを行い、
子育て家庭の不安感、孤立感の解消を図ります。

（主な施策）
・すこやか子育て交流館管理運営等事業（再掲）
・子育て支援ネットワーク構築事業
・親子つどいの広場運営事業（再掲）
・親子つどいの広場整備事業（再掲）
・地域子育て支援センター事業（再掲）
・育児支援事業（自主グループ育成と支援）
・母親クラブ育成 ･支援事業
・ふれあい子育てサロン事業への協力
・にこにこ子育て応援隊支援事業
・利用者支援事業（基本・特定・母子保健型）（再掲）　など

④　子どもの健全育成
　近年の都市化・核家族化等の進行による子どもを取り巻く環境の変化を
踏まえ、子どもが健やかに育つ環境づくりを目的として、地域において子
どもの健全育成を推進します。
　また、国の「放課後子ども総合プラン」に基づく取組を推進します。

（主な施策）
・心豊かで元気あふれる「さつまっ子」育成市民会議
・放課後児童健全育成事業（再掲）
・新・郷中教育推進事業
・子ども会育成事業
・錦江湾わくわく親子クルージング事業　　など

⑤　町内会や校区社会福祉協議会等への支援、連携
　町内会や校区社会福祉協議会、校区公民館、あいご会、老人クラブなど
の活動を支援するとともに、地域福祉ネットワークを推進するなど、地域
の活動団体との連携を図り、地域における見守り活動や子育て支援の推進
を図ります。

112 113
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（主な施策）
・みんなで参加わがまちづくり支援事業
・子ども会育成事業（再掲）
・地域ふれあい交流助成事業
・地域福祉館等を拠点とした地域福祉ネットワークの構築
・市社会福祉協議会補助事業
・ふれあい子育てサロン事業への協力（再掲）　　など

⑥　民生委員・児童委員との協働
　民生委員・児童委員や主任児童委員と連携・協力して、地域の状況の把
握に努めるとともに、地域における子育て家庭への支援の推進を図ります。
　また、民生委員・児童委員のさらなる資質向上を目的として研修等を行
います。

（主な施策）
・要保護児童対策地域協議会の運営
・民生委員・児童委員研修会
・民生委員・児童委員活動促進事業　　など

⑦　市民団体や事業者等の自主的な活動の促進
　母親クラブの育成やにこにこ子育て応援隊、地域のボランティア等の活
動支援など、ボランティアや市民団体、事業者等の自主的な子育て支援活
動を促進します。

（主な施策）
・母親クラブ育成・支援事業（再掲）
・にこにこ子育て応援隊支援事業（再掲）
・市社会福祉協議会補助事業（再掲）
・わくわく福祉交流フェア
・子育てサポーター養成事業
・ボランティアの育成に関する講座
・市民とつくる協働のまち事業　
・市民活動応援講座（市民活動促進事業の一部）　　など
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⑵　母性及び乳幼児等の健康の確保及び増進
　これまでの母子保健対策の成果を維持するとともに、低出生体重児の増加
や10代の妊娠中絶、性感染症の問題等への対策として、市民や関係機関・団
体が一体となって、安心して子どもを生み、ゆとりを持って健やかに育てる
ための家庭や地域の環境づくりを進めていきます。
　また、地域で母子が安心して生活できるよう、妊娠・出産・産後における
切れ目ない支援が提供される母子保健対策の強化に努めます。

114 115

⑵　母性及び乳幼児等の健康の確保及び増進

①　妊娠・出産に係る正しい知識の普及・啓発

②　妊産婦・乳幼児に関する切れ目ない保健対策の充実

③　子どもの心の安らかな発達の促進と育児不安の軽減

④　学童期・思春期から成人期に向けた保健対策の充実と健康
教育の推進

⑤　食育の推進

⑥　小児保健医療の推進

⑦　小児慢性特定疾病対策の推進

⑧　不妊に悩む方に対する支援の充実

⑨　指標及び目標一覧
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①　妊娠・出産に係る正しい知識の普及・啓発
　妊娠及び出産の経過に満足することが将来のよい親子関係のスタートと
なることから、妊娠・出産に係る正しい知識の普及・啓発に努めます。

ア　妊婦健康診査の重要性の普及啓発
　妊娠中の健康管理や異常の早期発見のため、妊娠の早期届出や妊婦健康
診査の確実な受診を勧奨します。

（主な施策）
・妊婦健康診査・健康相談事業（再掲）
・母親・父親になるための準備教室
・母性健康管理指導事項連絡カードの普及　　など

イ　妊娠中の喫煙、飲酒等についての啓発
　喫煙や飲酒をはじめ、感染症の予防、適切な食習慣と体重管理、休養、
口腔衛生の保持など、早期産予防や産後の健康管理に係わる情報提供に努
めます。

（主な施策）
・妊婦健康診査・健康相談事業（再掲）
・母親・父親になるための準備教室（再掲）
・妊婦とその家族への禁煙指導
・分煙対策の推進
・健康増進計画推進事業　　など

②　妊産婦・乳幼児に関する切れ目ない保健対策の充実
　妊娠・出産・産後における切れ目ない支援の提供に努めるとともに、安
全性を確保しつつ、満足できる出産について、妊娠中の母親が主体的に選
択できるように情報の提供を行います。

114 115



第
５
章

ア　母親の視点から見て満足できる妊娠・出産の普及
　母親や家族が自らの責任に基づいて分娩方法を決めるために、母親の声
や専門家の意見を取り入れた情報を提供するなど、母親の視点から見て満
足できる妊娠・出産の普及に努めます。

（主な施策）
・妊婦健康診査・健康相談事業（再掲）
・母親・父親になるための準備教室（再掲）　など

イ　妊娠・出産・育児における切れ目ない支援
　妊娠早期からの保健指導の実施とともに、妊娠・分娩・産じょく・育児
にかかわる保健や福祉サービスを推進し、切れ目ない支援が受けられるよ
う関係機関の連携を強化します。

（主な施策）
・妊婦健康診査・健康相談事業（再掲）
・妊娠・出産包括支援事業
・新生児・妊産婦訪問指導事業（再掲）
・こんにちは赤ちゃん事業（再掲）
・母子栄養強化事業
・乳幼児健康診査事業　　など

ウ　妊婦にやさしい環境づくり
　女性の社会進出が進む中、妊娠・出産が安全で快適なものとなるよう
な取組を行います。また、公共施設での取組の推進やマタニティマーク
の普及啓発に努めます。

（主な施策）
・母性健康管理指導事項連絡カードの普及（再掲）
・分煙対策の推進（再掲）
・マタニティマークの普及啓発
・パーキングパーミット制度の普及
・ファミリー・サポート・センターでの家事援助の実施　　など
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エ　産後の心の支援
　妊娠・出産・産後に生ずるストレスの軽減を図るため、妊娠中から産後
にかけて相談や訪問指導等の活用を促すとともに、医療機関等と連携をと
りながら、マタニティブルーや産後うつ病の早期発見など産後の心のケア
に努めます。
　また、ハイリスク母子の訪問指導を推進します。

（主な施策）
・新生児・妊産婦訪問指導事業（再掲）
・こんにちは赤ちゃん事業（再掲）
・妊婦健康診査・健康相談事業（再掲）
・妊娠・出産包括支援事業（再掲）
・医療機関との連絡会の開催　　など

③　子どもの心の安らかな発達の促進と育児不安の軽減
　子育ての楽しさと愛着形成を通して親自身が成長できるような育児環境
を確保するとともに、未熟児など親にとって育てにくい要素を持つ子ども
へ優先的に支援を行い、育児不安によるストレスの軽減に努めます。

ア　父親と母親が育児を楽しめるための支援
　親の育児不安、悩みを軽減するために、乳幼児の訪問指導・育児教室な
どの開催を通して子育て意識の啓発や育児情報の提供に努めるとともに、
発達段階に応じた相談及び指導や心のケアの推進を図ります。

ア　きめ細やかな相談と育児に関する情報提供の実施
　育児不安等を軽減し、母親が心身ともに健康で育児ができるようにき
め細やかな相談や情報提供に努めます。

（主な施策）
・妊婦健康診査・健康相談事業（再掲）
・新生児・妊産婦訪問指導事業（再掲）
・こんにちは赤ちゃん事業（再掲）
・育児支援家庭訪問事業（再掲）
・育児教室
・子どもすこやか安心ねっと事業
・育児支援事業（育児相談）　　など
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イ　仲間づくりの視点を取り入れた健康診査・教育の実施　
　保護者の方々の仲間づくりのきっかけになる健康診査や母子保健教育
に努めます。

（主な施策）
・妊婦健康診査・健康相談事業（再掲）
・乳幼児健康診査事業（再掲）
・子どもすこやか安心ねっと事業（再掲）
・育児支援事業（育児相談）（再掲）
・育児教室（再掲）　など

ウ　父親が参加しやすい「健康教室」の実施
　父親が進んで参加することができる健康教室等を開催します。

（主な施策）
・母親・父親になるための準備教室（再掲）
・育児教室（再掲）　など

イ　妊娠期からの児童虐待防止対策
　健診等の未受診家庭（きょうだい児を含む）の状況を把握し、受診等に
結びつけるとともに、保健・福祉サービスの情報提供に努めます。また、
妊娠の届け出時面接や妊娠・出産や産後の子育ての相談を受けた保健・福
祉機関、医療機関等の情報等から、出産後の養育支援が必要な妊婦を把握
し、妊娠期から出産後の支援体制を整えます。

（主な施策）
・妊娠期間中からの育児不安等を抱えた家庭の把握と支援
・妊婦健康診査・健康相談事業（再掲）
・母子保健訪問指導
・育児支援家庭訪問事業（再掲）　など
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ウ　子どもの健やかな成長を見守り育む地域づくり
　母親が育児で孤立化することを防ぐため、父親や家庭、地域の育児能力
を高めることや、育児中の親に対して温かな声かけのできる取組を推進す
るなど、親子を見守り支える地域のネットワークづくりに努めます。

ア　医療、保健、福祉、地域との連携
　関係機関・団体等と連携を図りながら、子育て中の家庭を支援します。
また、関係機関の連携の有機化と地域ネットワークの構築・成熟に努め
ます。

（主な施策）
・子どもすこやか安心ねっと事業（再掲）
・子育て支援ネットワーク構築事業（再掲）　　など

イ　地域における育児支援の推進
　地域で活動している子育てグループ等を支援し、地域で子育てを支え
る環境づくりに努めます。

（主な施策）
・ふれあい子育てサロン事業への協力（再掲）
・育児支援事業（自主グループ育成と支援）（再掲）
・地域子育て支援センター事業（再掲）
・にこにこ子育て応援隊支援事業（再掲）
・子育てサポーター養成事業（再掲）　　など

ウ　母子保健にかかわる関係者の研修会の実施
　母子保健関係者等の方々への研修会を開催します。

（主な施策）
・開業助産師研修会及び産婦人科看護職連絡会
・訪問指導員研修会
・母子保健推進員研修会　　など
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エ　育てにくさを感じる親に寄り添う支援
　育てにくさを感じる親が、育児に余裕と自信を持ち親としての役割を発
揮できるよう、親や子どもの多様性を尊重し、それを支える社会を目指し
た支援に努めます。

ア　相談支援
　育てにくさを感じる親が、「気づき」の段階から相談できるよう相談
支援体制の充実に努めます。

（主な施策）
・乳幼児健康診査事業（再掲）
・子どもすこやか安心ねっと事業（再掲）
・利用者支援事業（基本型）（再掲）　　など

イ　同じ課題を持つ親への支援
　育児に対する不安などを強く感じている保護者への相談会等を開催し
ます。

（主な施策）
・子どもすこやか安心ねっと事業（再掲）　など

ウ　養育支援を必要とする乳幼児の早期発見・早期支援
　新生児訪問や医療機関等との連携により、養育支援を必要とする乳幼
児の早期発見に努め、関係機関と連携して早期支援につながるよう努め
ます。

（主な施策）
・妊婦健康診査・健康相談事業（再掲）
・新生児・妊産婦訪問指導事業（再掲）
・母子保健訪問指導（再掲）
・こんにちは赤ちゃん事業（再掲）
・乳幼児健康診査事業（再掲）
・未熟児の支援に関する連絡会　　など
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エ　発達に気がかりがある子どもの早期発見・早期支援
　発達に気がかりがある子どもの早期発見・早期支援のため、乳幼児健
診を通じ、関係機関との連携のもと、子どもの発達段階に応じた支援に
努めます。

（主な施策）
・乳幼児健康診査事業（再掲）
・子どもすこやか安心ねっと事業（再掲）　など　

オ　保育所・幼稚園等との連携
　保育所・幼稚園等に通う、より専門的な支援が必要な子どもを適切な
支援につなげるため、巡回支援や訪問支援を行うとともに、発達支援事
業所や学校と連携するなど、子どものライフステージに応じた支援につ
ながるよう努めます。

（主な施策）
・子どもすこやか安心ねっと事業（再掲）
・夢すこやかファイルの活用
・児童発達支援事業　　など　

④　学童期・思春期から成人期に向けた保健対策の充実と健康教育の推進
　10代の性に関する健全な意識のかん養と、妊娠・出産や性感染症予防に
関する正しい知識の普及や学校における性教育の推進を図るとともに、飲
酒、喫煙、薬物乱用に関する教育や、学童期・思春期から成人期に向けた
心の問題等について、専門家による相談の推進を図ります。

ア　思春期の健康づくりと性教育の環境整備
　社会環境を考慮し、子どもの健康と性に関する教育の推進と、家庭にお
ける思春期学習や親子の対話が進むよう、保護者へ情報の提供を行います。
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ア　生と性（命の大切さ、妊娠出産のしくみ、避妊、性感染症）の教育の
推進
　子どもの発達段階に応じて、命の大切さや人間尊重の精神などに基づ
く性教育を推進し、妊娠・出産についての正しい知識の普及啓発に努め
るとともに、保健・医療従事者等による専門的な指導や講演会を実施し
ます。

（主な施策）
・性教育推進事業
・学校における性に関する指導の実施
・講師の派遣　　など

イ　健康な生活習慣が身につくための情報の提供
　飲酒、喫煙、薬物乱用防止のための教育や身体の健康について、正し
い情報を提供します。

（主な施策）
・学校における飲酒・喫煙・薬物乱用防止教育の実施　　など

イ　思春期相談の推進
　思春期の心、体の成長に伴う悩みなどの相談や性感染症とその早期発
見・治療のための相談の推進を図ります。

（主な施策）
・性感染症予防と早期発見の啓発
・エイズ、性感染症の検査や相談
・思春期特有の心の問題や健康に関する相談　　など

ウ　市民や関係機関への情報の提供と協力体制の構築
　医療機関等との連携を図り、相互学習や定期的な情報交換の場を持つと
ともに、人材育成を図ります。
　
（主な施策）
・エイズ、性感染症予防の市民への情報提供
・感染症講演会
・市学校保健フォーラム　　など
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⑤　食育の推進
　「第二次かごしま市食育推進計画」に基づき、健全な食生活・食習慣、
食の安全などの施策を総合的かつ計画的に推進するとともに、妊娠期及び
乳幼児期から思春期まで発達段階に応じた食に関する指導を実施し、心と
身体の健康づくりを推進します。

（主な施策）
・妊産婦や乳幼児の栄養指導、栄養相談
・保育所、幼稚園等における食に関する指導の実施
・学校における食に関する指導の実施
・「早寝早起き朝ごはん運動」の推進
・かごしま環境未来館における環境学習に関する講座
・食育推進事業　　など

⑥　小児保健医療の推進
　安心して子どもを生み、健やかに育てることができるように、乳幼児突
然死症候群（ＳＩＤＳ）予防対策や予防接種の推進、歯科口腔保健の推進
など、小児保健医療水準の向上に努め、疾病や障害の早期発見・対応を図
ります。

ア　小児保健医療水準の向上
　周産期を含む小児期全般にわたる医療体制の整備に努めるとともに、保
護者の医療費負担の軽減を図ります。

ア　小児保健医療体制の整備
　救急医療など小児医療の推進に努めるとともに、医療体制の整備を図
ります。また、乳幼児健康診査における育児支援の強化、関係機関との
連携を図ります。

（主な施策）
・救命救急センターや総合周産期母子医療センターの運営及び移転の取組
・夜間急病センターの運営
・乳幼児健康診査事業（再掲）
・新生児・妊産婦訪問指導事業（再掲）
・こんにちは赤ちゃん事業（再掲）
・健康診査従事者の資質向上のための研修会の開催　　など
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イ　医療費負担の軽減
　養育医療費等の給付や保険診療による医療費の一部を助成します。

（主な施策）
・こども医療費助成事業
・未熟児養育医療事業
・自立支援医療費（育成）支給事業　　など

イ　乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ）予防対策の推進
　家庭や地域が一体となってＳＩＤＳ予防のための取組を推進します。

（主な施策）
・乳幼児突然死症候群予防の啓発
・分煙対策の推進（再掲）
・妊婦とその家族への禁煙の指導（再掲）　　など

ウ　予防接種推進への取組
　予防接種による免疫効果や安全性等の情報を提供するとともに、予防接
種の勧奨に努めます。

（主な施策）
・予防接種事業の推進
・予防接種に関する情報の提供　　など

エ　不慮の事故防止対策への取組
　子どもの不慮の事故防止のための啓発に努めます。

（主な施策）
・小児の発達段階に応じた事故防止対策と応急手当法の普及
・セーフコミュニティ対策事業（子どもの安全）　　など
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オ　歯科口腔保健の推進
　妊婦及び乳幼児期から思春期まで発達段階に応じた歯や口の健康維持に
関する指導及び啓発に努めます。

（主な施策）
・乳幼児健康診査事業（歯科健診）
・乳幼児歯の健康づくり事業
・育児相談における歯科相談と歯みがき指導
・妊婦健康診査・健康相談事業（歯科健診）
・学校における歯科口腔保健教育の実施　　など

⑦　小児慢性特定疾病対策の推進
　小児慢性特定疾病医療費助成事業を着実に推進し、親が抱える不安の解
消に努めるとともに、慢性疾病を抱える子ども及びその家族が安心して暮
らせる地域社会の実現に努めます。

ア　慢性疾病児童等地域支援協議会の設置
　慢性的な疾病を抱える子どもが将来自立することができるよう、行政、
医療機関、教育機関、民間団体等で構成する協議会を設置し、地域の支援
体制等について協議します。

（主な施策）
・小児慢性特定疾病児童等自立支援事業　　など

イ　個別支援の推進
親が抱える不安や悩みを軽減するための相談会を開催します。

（主な施策）
・関係機関と連携した相談会の開催　　など

ウ　保護者の医療費負担の軽減
　小児慢性特定疾病の医療費を給付します。

（主な施策）
・小児慢性特定疾病医療費助成事業　　など
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エ　小児慢性特定疾病児童等自立支援事業の取組
　慢性疾病を抱える子どもやその家族その他の関係者からの相談に応じ、
必要な情報の提供及び助言を行うとともに、慢性疾病を抱える子どもの自
立支援のため必要な事業に取り組みます。

（主な施策）
・小児慢性特定疾病医療費助成事業（再掲）
・小児慢性特定疾病児童等自立支援事業（再掲）　　など

⑧　不妊に悩む方に対する支援の充実
　特定不妊治療に要する費用の助成を実施するとともに、不妊治療に関す
る相談などの推進を図ります。

（主な施策）
・不妊に悩む方への特定治療支援事業
・不妊治療に関する情報の提供と相談　　など
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⑨　指標及び目標一覧

No 指　標 26年度 31年度
（目標値）

１ 妊娠中の妊婦の喫煙率 2.1％
（※２）

0.0％

２ 妊娠・出産について満足している者の割合 55.0％ 70.0％

３ 積極的に育児をしている父親の割合 28.5％
（※２）

50.0％

４ 乳幼児揺さぶられ症候群を知っている親の割合 96.1％ 100.0％

５ この地域で子育てをしたいと思う親の割合 93.1％ 95.0％

６ 育てにくさを感じた時に何らかの解決方法を
知っている親の割合

87.3％ 90.0％

７ 十代の人工妊娠中絶率（※１） 13.7
（※２）

6.5

８ むし歯のない３歳児の割合 79.5％
（※２）

85.0％

※１　分母に15 〜 19歳の女子人口、分子に15歳未満を含めた「人工妊娠中絶件数」を用いて計算
（女子人口千対）

※２　25年度実績
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⑶　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備
　子どもがそれぞれの発達の段階において、心身の健やかな成長ができるよ
うに、教育環境の整備に努めます。また、自ら学び、自ら考える力を身につ
けることができるような教育や豊かな心を育てる教育、個性を尊重する教育
の実施など教育内容・方法の改善が図られるような施策を推進します。
　また、子どもに豊かな体験の場を提供し、子ども同士の集団形成を支え、
社会性を培うような施策を推進します。
　※以下、記載されている「学校」は、幼稚園等を含みます。
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①　次世代の親の育成
　男女が協力して家庭を築き、子どもを生み育てることに夢を持てる社会
の形成につながるような学習機会を提供するとともに、広報・啓発に努め
ます。

（主な施策）
・幼稚園等における未就園児の親子登園
・保育所における子育て広場
・保育所地域活動事業（再掲）　など

②　子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等の整備
　各学校が特色ある教育活動を展開するなかで、「確かな学力」「豊かな心」
「健やかな体」の調和の取れた「生きる力」の育成を図るとともに、個性
を伸ばす教育を推進します。

ア　確かな学力の育成
　児童生徒一人ひとりに応じたきめ細かな指導の実施や情報教育の　内容
及び環境の整備、学校の活性化、諸学力調査を活用した取組などを推進し
ます。
　また、基礎的・基本的な知識・技能と思考力・判断力・表現力等、主体
的に学習に取り組む態度などの確かな学力のための、教育内容・方法の一
層の充実を図ります。

（主な施策）
・少人数指導、習熟の程度に応じた指導、ティーム・ティーチングなどの指導方法
改善の取組

・個性あふれる学校づくり推進事業
・教育の情報化推進事業
・小学校における英会話活動の推進事業
・学力検査の実施事業　　など
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イ　豊かな心の育成
　子どもの心に響く道徳教育の推進を図るとともに、地域と学校との連携
協力による奉仕活動・体験活動を推進するなどの取組を実施します。
　また、いじめや不登校等の生徒指導上の問題解決のために、きめ細やか
な相談体制の充実に努めます。

（主な施策）
・教育相談の充実事業
・スクールソーシャルワーカー活用事業
・不登校児童生徒支援事業
・臨床心理相談員活用事業
・心のパートナー派遣事業
・道徳教育研究会
・こころの言の葉コンクール
・鹿児島芸術鑑賞事業
・かごしまメルヘン館等における読み聞かせ等の実施
・保育所、幼稚園等における絵本の読み聞かせ活動の推進
・読み聞かせ講師派遣事業　など

ウ　健やかな体の育成
　幼児期における遊びや運動を一層奨励・推進するとともに、児童生徒が
生涯にわたって積極的にスポーツに親しむ習慣や能力、態度を育成するた
め、優れた指導者の育成・確保、指導方法の工夫・改善等が図られるよう
に努めます。
　また、運動や体力つくりの生活化を進めるとともに、運動部活動も外部
指導者や地域との連携を推進します。
　さらに、幼児期からの健康教育を奨励・推進することで、児童生徒が生
涯にわたって心身の健康を保持するために必要な知識や適切な生活習慣等
を身に付けることができるよう努めます。

（主な施策）
・運動部活動活性化事業
・体育実技講習会
・学校保健担当者研修会、養護教諭等研修会
・定期健康診断の実施と事後指導の充実
・スポーツ少年団の育成
・地域スポーツクラブの運営活性化
・市民生き生きスポ・レクフェスタ　　など
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エ　信頼される学校づくり
　保護者や地域住民の参画を得た学校運営を行い社会全体で子どもたちを
育み、各学校の創意工夫を生かした教育活動が一層展開できるようにする
とともに、地域とともにある学校づくりを推進するため、学校運営の改善
に努めます。
　また、教職員の資質の向上を図るとともに、教育環境の整備に努めます。

（主な施策）
・教職員等研修事業
・学校評価の推進
・保育所や幼稚園等と小学校との連携の推進　　など

オ　幼児教育の推進
　乳幼児期は、生涯にわたる人間形成の基礎が培われる重要な時期である
との基本的な認識に立ち、今日の乳幼児を取り巻く社会環境の変化を踏ま
え、保育所・私立幼稚園等の関係団体との連携のもと、心の教育や知的発
達を促す教育など、「生きる力」の基礎を培う幼児教育の質の向上に努め
ます。

（主な施策）
・私立幼稚園協会に対する助成
・市保育園協会に対する助成
・私立幼稚園就園奨励費補助事業
・多子世帯保育料等軽減事業
・私立幼稚園施設・設備等助成事業
・児童福祉施設整備費等補助事業　　など

③　家庭や地域の教育力の向上
　親子関係の現状や子どもの発達段階に応じた家庭教育に関する親の学習
機会の推進を図りながら、家庭・学校・地域が一体となった地域ぐるみの
学習・実践活動を展開します。

130 131



第
５
章

ア　豊かなつながりの中での家庭教育への支援
　家庭教育に関するさまざまな情報提供に努め、子育てに関する悩みを気
軽に相談できる体制づくりを進めます。
　また、子育てに関する学習機会や情報の提供、相談、専門的人材の養成
や父親の家庭教育への参加促進など家庭教育に関する総合的な取組を関係
機関と連携して行うとともに、子どもの望ましい基本的な生活習慣を育成
するための環境整備に努めます。

（主な施策）
・家庭教育学級
・明日の母親と父親のための家庭教育講座
・乳幼児期の家庭教育セミナー
・家庭教育に関するプラザ講座の開設
・家庭教育支援員の養成研修への派遣
・母親・父親になるための準備教室（再掲）
・絵本ガイド配付
・親子読書教室や読み聞かせ講座の開催
・読み聞かせ講師派遣事業（再掲）
・ブックスタート事業　　など

イ　地域の教育力の向上
　多様で高度な市民の学習ニーズや学習相談に適切に対応できるように、
市内全域を学びの場としてとらえ、地域住民や関係機関との連携を図り、
学習機会の一層の推進に努めます。
　また、学校と地域とのパートナーシップの下に、学校支援ボランティア
事業など地域で学校を支える体制づくりの推進、農業体験や自然体験など
の多様な体験活動の機会の積極的な提供等により、地域の教育力の向上を
図ります。

（主な施策）
・父親セミナー
・少年自然の家事業
・宮川野外活動センター管理運営事業
・市民体力づくり事業（親子ふれあい水泳教室）
・海洋性スポーツ事業
・親子ふれあいウィーク
・夏休み親子体験学習教室
・学校支援ボランティア事業
・かごしま環境未来館における環境学習に関する講座（再掲）
・グリーン・ツーリズム推進事業　　など
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④　有害環境から子どもを守る対策の推進
　非行の防止と早期発見のために、相談活動や補導活動の推進を図るとと
もに、雑誌やテレビ、携帯電話等を介したインターネット上の性や暴力等
の有害情報やいじめに対し、関係機関・団体、地域住民等と連携・協力を
して、取組を進めます。

（主な施策）
・青少年補導センター事業
・青色回転灯を使用した児童生徒の安全パトロール
・青少年問題協議会　　など
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⑷　子育てを支援する生活環境の整備
　子育て世帯の住宅の確保を図るため、市営住宅の整備や子どもの遊びの場
である公園緑地の拡大に努めます。
　また、安心して子どもと外出ができるように公共施設に子ども用の設備の
設置を促進するとともに、妊産婦や子どもが安心して安全に通行できる道路
交通環境の整備に努めます。
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①　良質な住宅の確保
　建替等にあたっては、家族構成に応じた多様な市営住宅の整備に努めま
す。また、子どものいる世帯に対する市営住宅における優先入居等を実施
します。

（主な施策）
・市営住宅建設事業（子育て支援住宅整備事業、子育て仕様住戸の整備）
・地域活性化住宅建設事業
・既存集落活性化住宅建設事業
・市営住宅の募集における子育て世帯枠の確保　　など

②　良好な居住環境の確保
　住みよい環境づくりと地域活動の活性化を図るとともに、環境負荷の軽
減に配慮した住まいづくりや、省エネルギー建材等の使用に関する情報提
供を行い、環境共生住宅の普及に努めます。

（主な施策）
・ちびっこ広場の整備
・都市公園再整備事業
・都市公園安心安全対策推進事業
・鹿児島駅周辺都市拠点総合整備（都市の杜）事業　　など

③　安全な道路交通環境の整備
　すべての人々が、安全かつ快適に歩行や移動ができ、さまざまな社会活
動等に参加できるよう、歩道の段差解消や勾配の緩和等バリアフリーやユ
ニバーサルデザインに配慮した道路の整備に努めます。

（主な施策）
・幹線道路整備事業
・市道バリアフリー推進事業
・交通安全施設整備事業　　など
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④　安心して外出できる環境の整備
　少子高齢化の進行に対応したバリアフリーのまちづくりを推進するとと
もに、安全で住みよい環境の整備を進めます。

（主な施策）
・公共施設のトイレや授乳室等の整備
・ノンステップバスの導入
・超低床電車購入事業
・都市公園再整備事業（再掲）
・都市公園安心安全対策推進事業（再掲）　　など

⑤　安心・安全なまちづくりの推進等
　犯罪や交通事故、自然災害を未然に防止し、安心して暮らすことのでき
る安全なまちづくりを推進するため、各地区の防犯団体や防犯パトロール
隊等への支援を行うとともに、地域の安全確保に関する自主的な活動の促
進を図ります。
　また、防犯灯の整備を促進し、明るく住みよいまちづくりを推進します。

（主な施策）
・安心安全まちづくり事業
・安心安全パートナーシップ事業
・青色防犯パトロール隊活動費補助事業
・安心安全地域リーダー育成事業
・地域安心安全ネットワーク支援事業
・防犯団体補助事業
・防犯灯補助事業
・特設防犯灯設置事業
・セーフコミュニティ推進事業
・交通安全対策事業　　など
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⑸　職業生活と家庭生活との両立の推進
　子育ての喜びを実感しながら仕事を続けられる社会をつくるためには、子
育て支援施策の充実のみならず、育児休業及び短時間勤務等の柔軟な��働き
方に係る制度を利用しやすい環境整備を促進する等、子育て期間中を含めた
男女の「働き方の見直し」を進め、仕事と生活の調和の双方を実現すること
が必要です。
　そのため、保育サービスや放課後児童健全育成事業等、多様な働き方に対
応した子育て支援を推進するとともに、労働者、事業主、地域住民等の意識
改革を図るための広報・啓発、情報提供を積極的に推進します。

①　市民や事業主への広報・啓発、情報提供
　仕事と生活の調和の実現に向けて、国、県、関係団体等と連携をとりな
がら、労働者、事業主、地域住民等の意識改革を図るための広報・啓発、
情報提供に努めます。

（主な施策）
・労政広報紙発行等事業
・男女共同参画情報誌の発行
・にこにこ子育て応援隊支援事業（再掲）　など

②　保育サービス等の提供のための基盤整備
　保育所等整備計画に基づく待機児童解消策や放課後児童健全育成事業の
積極的な推進等、多様な働き方に対応した子育て支援を推進します。

（主な施策）
・保育所等整備計画に基づく待機児童解消策の推進
・多様な保育サービスの推進
・放課後児童健全育成事業（再掲）
・ファミリー・サポート・センター事業（再掲）　など
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⑹　子どもの安全の確保
　子どもを交通事故から守るため、警察、保育所、幼稚園、学校、関係団体
等との連携・協力体制の強化を図り、総合的な交通事故防止対策を推進する
とともに、子どもを犯罪等の被害から守るための関係機関・団体との連携、
情報交換、犯罪等の被害に遭った子どもへの支援を行います。
　また、子どもが自らの安全を守る能力を育てる安全教育を推進します。

①　子どもの交通安全を確保するための活動の推進
　運転者、歩行者等の道路利用者に対する交通法令等の遵守や、交通マナー
やモラルの向上など交通安全意識の高揚に努めます。

ア　交通安全教育の推進
　子どもに対して、事故の実態やその年代に応じた交通安全教育の徹底に
努めるとともに、保護者に対して、チャイルドシートの着用効果及び着用
方法についての正しい理解を求め、正しい着用を促進します。
　また、自転車の正しい乗り方、マナーの指導や自転車乗車時のヘルメッ
トの着用及び幼児同乗用自転車の幼児用座席におけるシートベルトの着用
の推進に努めます。

（主な施策）
・交通安全教育の実施
・交通安全指導担当者研修会
・セーフコミュニティ推進事業（再掲）
・チャイルドシート講習会　　など

⑹　子どもの安全の確保

①　子どもの交通安全を確保するための活動の推進

②　子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進

③　被害に遭った子どもへの支援
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イ　登校・登園時の交通安全の確保
　児童通学保護員を配置して、登校・登園時における子どもの保護誘導と
通行方法の指導を行います。

（主な施策）
・児童通学保護員設置事業　　など

②　子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進
　市民一人ひとりの防犯など様々な危険に対する意識の高揚・啓発や学校
付近、通学路等の安全対策を推進します。

（主な施策）
・青少年補導センター事業（再掲）
・青色回転灯を使用した児童生徒の安全パトロール（再掲）
・地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業
・安全指導担当者研修会
・防犯団体補助事業（再掲）
・安心安全パートナーシップ事業（再掲）
・防犯教室の実施　　など

③　被害に遭った子どもへの支援
　犯罪、いじめ、児童虐待等の被害に遭った子どもの精神的ダメージを軽
減し、立ち直りを支援する取組を実施します。

（主な施策）
・要保護児童対策地域協議会の運営（再掲）
・教育相談の充実事業（再掲）
・スクールソーシャルワーカー活用事業（再掲）
・臨床心理相談員活用事業（再掲）　など
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⑺　児童虐待対策の推進
　虐待の背景は多岐にわたることから、児童虐待を防止し、すべての子ども
の健全な心身の成長、ひいては社会的自立を促していくため、発生予防から
早期発見・早期対応、保護・支援・アフターケアに至るまでの切れ目のない
総合的な支援を図ります。

①　きめ細やかな相談の実施
　児童虐待に関する相談について、家庭児童相談室での相談や育児支援事
業による各種相談など、きめ細やかな相談の実施により、保護者に対する
適切な助言・指導を行うとともに、継続的な見守りを行うなど、再発の防
止に努めます。

（主な施策）
・家庭児童相談員設置事業
・育児支援事業（育児相談）（再掲）　　
・利用者支援事業（基本型）（再掲）　など

②　関係機関等との連携
　要保護児童対策地域協議会において、県中央児童相談所などの関係機関・
団体との連携を図り、早期発見・早期対応に努めるとともに、必要に応じ、
虐待を受けた子どもの保護を図ります。
　また、民生委員・児童委員や保育所・幼稚園などの地域との連携により、
児童虐待の恐れのある親子を見守り、支援します。

（主な施策）
・要保護児童対策地域協議会の運営（再掲）
・関係機関への研修　　など
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③　児童虐待防止の意識啓発及び通報先の広報
　児童虐待についての認識を高めるよう意識啓発を図るとともに、虐待が
疑われたときの通報先などに関する広報・啓発に努めます。

（主な施策）
・児童虐待防止対策事業
・関係機関への研修（再掲）　　など

④　育児不安を抱える家庭への支援
　育児に対する不安等の養育上のストレスなどを抱えている保護者への助
言・指導を行うとともに、発生予防・早期発見等に努めます。
　また、保健師などの家庭訪問や育児サークルへの参加を勧めることなど
により、子育て家庭が孤立しないように努めます。

（主な施策）
・妊娠期間中からの育児不安等を抱えた家庭の把握と支援（再掲）
・新生児・妊産婦訪問指導事業（再掲）
・こんにちは赤ちゃん事業（再掲）
・育児支援家庭訪問事業（再掲）
・育児支援事業（自主グループ育成と支援）（再掲）
・地域子育て支援センター事業（再掲）
・教育相談の充実事業（再掲）
・スクールソーシャルワーカー活用事業（再掲）
・セーフコミュニティ対策事業（子どもの安全）
・利用者支援事業（基本型）（再掲）　　など
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⑻　ひとり親家庭の自立支援の推進
　離婚の増加等によりひとり親家庭が増加しており、また、ひとり親家庭の
貧困率が50％を超えている中で、ひとり親家庭の子どもの健全な育成を図る
とともに、貧困が世代を超えて連鎖することのないよう、子どもの貧困対策
に努めます。
　このようなことから、自立と就業の支援に主眼を置き、子育てや生活支援
策、就業支援策及び経済的支援策について総合的な対策の実施を図ります。
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①　きめ細やかな相談の実施
　ひとり親家庭の悩み等へのきめ細やかな相談を実施します。

（主な施策）
・母子・父子自立支援員設置事業
・家庭児童相談員設置事業（再掲）
・婦人相談員設置事業
・ひとり親家庭等のしおり作成事業
・母子家庭等就業支援講習会事業
・利用者支援事業（基本型）（再掲）　　など

②　子育てや生活に関する支援
　ひとり親家庭の自立を支援するため、家庭生活支援員の派遣を行うとと
もに、互いに情報交換・交流ができる場の提供等により、子育てや生活の
支援を行います。

（主な施策）
・ひとり親家庭等日常生活支援事業
・ひとり親家庭等生活支援講習会事業
・保育所等整備計画に基づく待機児童解消策の推進（再掲）
・多様な保育サービスの推進（再掲）　　など

③　就業に関する支援
　雇用の促進を図るため、就業相談や就労のための講習会等を実施すると
ともに、就業支援の実施にあたっては、公共職業安定所等と十分に連携し、
効果的な実施に努めるなど各面から支援を行います。

（主な施策）
・母子家庭等就業支援講習会事業（再掲）
・母子家庭等自立支援給付金事業
・ハローワークとの連携　　など
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④　養育費の確保
　養育費支払いについての社会的気運の醸成や養育費についての取決めの
促進を図るために、広報・啓発に努めます。

（主な施策）
・母子・父子自立支援員設置事業（再掲）
・婦人相談員設置事業（再掲）
・ひとり親家庭等生活支援講習会事業（再掲）　　など

⑤　経済的な支援
　児童扶養手当をはじめとする各種手当、医療費の助成、各種貸付制度等
により、ひとり親家庭に対する経済的な支援を行います。

（主な施策）
・児童扶養手当支給事業
・市民福祉手当（遺児等修学手当）支給事業
・母子・父子家庭等医療費助成事業
・愛の福祉基金事業
・母子父子寡婦福祉資金貸付事業
・母子・父子家庭等たすけあい資金貸付事業　　など
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⑼　障害のある子どもへの支援
　障害のある子ども及び保護者に対する早期からの相談・療育・援助及び健
常児との統合保育により、障害のある子どもの健全な発達を支援します。
　また、身近な地域で安心して生活できるようにするとともに、保護者の悩
み解消と障害の軽減・自立の促進が図れるような施策を推進します。
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①　障害の早期の発見及び対応の推進
　妊婦及び乳幼児健康診査や各種相談等の推進に努めるとともに、保健・
医療・福祉の連携を図り、障害の早期発見、早期治療や療育、保護者の支
援等に努めます。

（主な施策）
・就学時健康診断
・子どもすこやか安心ねっと事業（再掲）
・妊婦健康診査・健康相談事業（再掲）
・乳幼児健康診査事業（再掲）
・障害児通所等支援事業
・児童発達支援事業専門員加算等補助金
・ことばの発達指導事業
・鹿児島市障害者基幹相談支援センター事業
・利用者支援事業（基本型）（再掲）　など

②　障害のある乳幼児への保育の推進
　保育所や幼稚園等において、障害児保育を推進します。

（主な施策）
・私立保育所等補助事業
・私立幼稚園障害児教育補助事業
・保育所、幼稚園等での幼児保育（教育）相談（再掲）　など

③　障害のある児童生徒への教育の推進
　発達障害などの障害のある子どもについて、適切な教育を行います。

（主な施策）
・就学指導等推進事業
・特別支援教育体制推進事業　　など
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④　障害のある子どもの生活の支援と社会参加の促進
　障害のある子どもとその家族の在宅生活の質の向上と福祉の増進を図る
ため、補装具・日常生活用具の給付等を実施するとともに、介護をする家
族の負担軽減を図るため、家庭へのホームヘルパーの派遣や施設での短期
入所を実施します。
　また、障害のある児童生徒が、放課後や夏休み等の長期休業中に安心し
て過ごせるような活動を推進、支援するとともに、障害の状況に対応した
情報の提供や友愛パスの交付などにより社会参加を促進します。

（主な施策）
・補装具費支給事業
・難聴児補聴器購入助成事業
・日常生活用具給付事業
・重度心身障害者（児）紙おむつ等助成事業
・障害福祉サービス給付事業（居宅介護・短期入所）
・障害児通所等支援事業（再掲）
・放課後児童健全育成事業（再掲）
・友愛パス交付事業
・友愛タクシー券交付事業　など

⑤　経済的な支援
　障害の状況に応じ手当を支給するとともに、医療費を助成するなど福祉
の増進を図ります。

（主な施策）
・特別児童扶養手当支給事業
・障害児福祉手当支給事業
・市民福祉手当（重度障害児手当）支給事業
・重度心身障害者等医療費助成事業　　など
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⑽　配偶者等からの暴力に対する対策の推進
　配偶者等に暴力その他の心身に有害な影響を及ぼす言動を行うことは、個
人の尊厳を害し、男女共同参画を妨げることになります。
　また、その暴力や言動を見聞きする子どもに与える影響は、大きいものが
あります。
　このような状況を改善するため、配偶者等からの暴力や子どもに与える影
響について正しい認識を持つための広報・啓発に努めるとともに、関係機関
と密接に連携して被害者を支援する体制を整えます。

⑽　配偶者等からの暴力に対する対策の推進

①　きめ細やかな相談の実施

②　緊急一時保護の実施及び自立への支援

③　若年者へのＤＶ予防教育の実施

①　きめ細やかな相談の実施
　配偶者等からの暴力や子どもに与える影響について正しい認識を持つた
めの広報・啓発に努めます。
　また、関係機関と密接に連携し、きめ細やかな相談の実施により、早期
発見・早期対応に努めます。

（主な施策）
・婦人相談員設置事業（再掲）
・サンエールかごしま相談室の運営　　など

②　緊急一時保護の実施及び自立への支援
　母子が配偶者等からの暴力により、緊急一時的に保護を必要とする場合
に、一時保護を行うとともに、暴力を受けた母子の自立を促進するために、
母子の生活の場を提供し、社会的復帰に向けて、助言・指導を行います。
　また、暴力を受けた母子のカウンセリングを行うなど、精神的な支援に
努めます。
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（主な施策）
・県女性相談センターとの連携による一時保護の実施
・母子保護の実施
・母子生活支援施設での自立支援（社会復帰促進）事業
・子育て短期支援事業（再掲）　など

③　若年者へのＤＶ予防教育の実施
　予防教育などの学習機会を通して子どもたちにＤＶやデートＤＶ（交際
相手等からの暴力）についての正しい情報を提供するとともに、子どもた
ちがお互いの人権を尊重して男女は対等な関係であることを理解し、ＤＶ
の被害者にも加害者にもならないようにするための環境づくりに努めます。

（主な施策）
・デートＤＶ講演会の開催
・命の教育
・セーフコミュニティ対策事業（ＤＶ防止）
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⑾　子育てに対する経済的支援
　子どもを養育している家庭においては、精神的、身体的な負担もさること
ながら、保育料や教育費などの経済的負担は大きなものがあるため、子育て
に伴う経済的負担の軽減に努めます。
　このことは、子どもの貧困対策にも資するものとなります。

⑾　子育てに対する経済的支援

①　各種手当の支給

②　子どもやひとり親の医療費助成

③　保育料等の軽減

④　保育所及び幼稚園等への助成

⑤　学校教育における助成
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①　各種手当の支給
　子育て家庭の保護者を支援するため、各種手当を支給します。

（主な施策）
・児童手当支給事業
・児童扶養手当支給事業（再掲）
・市民福祉手当（遺児等修学手当）支給事業（再掲）
・市民福祉手当（重度障害児手当）支給事業（再掲）
・特別児童扶養手当支給事業（再掲）
・障害児福祉手当支給事業（再掲）　など

②　子どもやひとり親の医療費助成
　子どもやひとり親家庭に対して、医療費の一部を助成します。

（主な施策）
・こども医療費助成事業（再掲）
・母子・父子家庭等医療費助成事業（再掲）
・重度心身障害者等医療費助成事業（再掲）
・未熟児養育医療事業（再掲）
・自立支援医療費（育成）支給事業（再掲）
・小児慢性特定疾病医療費助成事業（再掲）　など

③　保育料等の軽減
　保護者の経済的負担を減らすため、保育所等の保育料を国が定める基準
より軽減し、私立幼稚園保育料の補助を行うとともに、保育所等の利用に
必要な物品の購入等に要する費用を助成します。
　また、保育所や私立幼稚園等に入所する第３子以降の子どもを有する世
帯の経済的負担を軽減します。

（主な施策）
・保育料の軽減
・私立幼稚園就園奨励費補助事業（再掲）
・多子世帯保育料等軽減事業（再掲）
・認可外保育施設保育料助成事業
・実費徴収に係る補足給付事業　など
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④　保育所及び幼稚園等への助成
　職員の資質向上と保育・教育内容の向上を図るため、私立保育所や私立
幼稚園等に助成します。

（主な施策）
・私立保育所等補助事業（再掲）
・私立幼稚園等に対する助成
・幼稚園２歳児預かり保育運営費補助事業　など

⑤　学校教育における助成
　義務教育における学用品等の費用の一部を助成するとともに、高等学校
等の生徒に対する奨学金の貸与を行います。
　また、教職員の研修、教材等の充実を図るため、私立高等学校に助成し
ます。

（主な施策）
・就学援助
・特別支援教育就学奨励費
・遠距離通学費補助事業
・安心安全通学費補助事業
・通級指導教室保護者交通費助成事業
・奨学資金貸付制度
・私立高等学校補助金　など
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第６章　計画の推進にあたって

　この計画は、次代を担う子どもを育成する家庭を社会全体で支援することにより、
一人一人の子どもが心身ともに健やかに育つための環境を整備することを目的とし
ています。
　このため、行政が子ども・子育て支援を質・量ともに充実させるとともに、家庭、
学校、地域、職域その他の社会のあらゆる分野における全ての構成員が、子ども・
子育て支援の重要性に対する関心や理解を深め、各々が協働し、それぞれの役割を
果たすことが重要です。
　以下は、各主体における取組の基本的方向を示したものです。

⑴　行政の役割

　本市は、幼児期の学校教育・保育及び地域の子ども・子育て支援並びに、
次世代育成支援対策を総合的かつ効果的に推進する役割を担います。
　個々の施策は、それぞれの担当課や学校、幼稚園、保育所や保健センター
などが連携して実施することから、計画を総合的に展開していくために、庁
内に推進委員会を設置し、個々の施策の進捗状況の把握と施策間の調整等を
行います。
　また、学識経験者や保育・教育関係者等の市民による子ども・子育て会議
を設置し、毎年度計画に基づく実施状況等について点検・評価を行い、計画
の推進に反映させるとともに、その結果を公表します。
　なお、教育・保育施設等の利用状況が計画における量の見込みと大きく乖
離が生じる場合は、計画期間の中間年度（平成29年度）を目安として、計画
の見直しを行います。
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⑵　家庭の役割

　保護者は、子育てについての第一義的責任を有するという基本的認識のも
とに、家庭が子どもの人格形成、基本的生活習慣の確立にとって重要な役割
と責任を持っていることを認識することが必要です。
　この認識のもと、子どもとのスキンシップを深め、明るい家庭を築くとと
もに、子どもの発達段階に応じた適切な家庭教育を行うよう努めることが重
要です。
　また、男女を問わず子育てに向き合い、さらに地域の人々とのつながりを
持ち、地域社会に参画し、連携し、地域の子育て支援に役割を果たしていく
ことも重要です。

⑶　地域の役割

　子どもは地域社会とのかかわりや地域の活動に参加することなどにより社
会性を身に付けて成長していくことから、町内会や市民団体、企業などさま
ざまな主体が活動する中で、すべての子どもが、地域の人々との交流を通じ
て健全に成長できるような環境づくりに取り組むことが必要です。

⑷　企業・職場の役割

　子育て中の労働者が男女を問わず子育てに向き合えるよう、職場全体の長
時間労働の是正、労働者本人の希望に応じた育児休業や短時間勤務を取得し
やすい環境づくり、職場復帰支援等の労働者の職業生活と家庭生活との両立
（ワーク・ライフ・バランス）が図られるような雇用環境の整備を行うこと
が求められます。
　このため、企業・職場自体が、職場の意識や職場風土の改革とあわせ、働
き方の見直しに取り組むことが必要です。

⑸　各種団体の役割

　社会全体で子育て中の家庭を支え、子どもの「自ら育とうとする力」を伸
ばすためには、行政だけでなく、地域社会で活動している多くの団体が、行
政や市民と連携し、互いに補いながら子どもの健全な成長を支援することが
必要です。
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鹿児島市子ども・子育て支援事業計画の策定経過

年 月 日 会議名等 内　容

25年

７月 ２日
第１回
策定推進委員会
（庁内委員）

・子ども・子育て関連３法について
・鹿児島市子ども・子育て会議の概要について
・子ども・子育て支援事業計画について
・子ども・子育て支援事業計画策定に向けた利
用ニーズの把握について

・母子保健計画について
・今後のスケジュールについて
・保育部会の設置について
・かごしま市すこやか子ども元気プランの推進
状況について

７月 ９日
第１回
子ども・子育て会議
（庁外委員）

８月 ８日
第１回
保育部会
（庁外委員）

・「第二次かごしま市保育計画」の概要について
・鹿児島市の現状及び「第二次かごしま市保育
計画」の進捗状況について

・「第二次かごしま市保育計画」の改定について
・「第二次かごしま市保育計画」の改定素案につ
いて

９月 13日

子ども・子育て支援事
業計画策定に向けた利
用ニーズ把握のための
調査

就学前児童及び小学校児童の保護者等を対象に、
子育て支援に関するニーズ調査を実施
（９月13日〜９月30日）

26年

１月 15日 第２回
保育部会

・「第二次かごしま市保育計画」の改定について
・平成27年度へ向けた「平成26年度保育所等整
備計画」に係る改定案の保育必要量

・「第二次かごしま市保育計画」の改定案につい
て

１月 22日 第２回
策定推進委員会 ・子ども・子育て支援事業計画について

・ニーズ調査の結果（速報）について
・「教育・保育の提供区域」について
・「第二次かごしま市保育計画」について
・今後のスケジュールについて

１月 28日 第２回
子ども・子育て会議
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年 月 日 会議名等 内　容

26年

３月 13日 第３回
策定推進委員会

・子育てに関するニーズ調査報告書について
・母子保健計画について（国の協議状況）　
・「母子保健計画策定に向けた市民意識調査」の
実施について
・子ども・子育て支援事業計画における「基本
理念・基本的視点（案）」について
・子ども・子育て支援新制度における幼保連携
型認定こども園の設備と運営の基準に関する
条例制定について

３月 14日 第３回
子ども・子育て会議

４月 22日 第４回
策定推進委員会

・母子保健計画について（国の協議状況）
・「母子保健計画策定に向けた市民意識調査」の
実施について
・子ども・子育て支援新制度における幼保連携
型認定こども園の設備と運営の基準に関する
条例制定について
・「鹿児島市児童福祉施設の設備及び運営の基準
に関する条例」の一部改正について
・子ども・子育て支援事業計画における「基本
理念・基本的視点」について
・教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業
の「量の見込み」について
・スケジュールについて

４月 24日 第４回
子ども・子育て会議

７月 23日 第５回
策定推進委員会

・母子保健計画策定に向けた市民意識調査結果
速報（一部抜粋）
・子ども・子育て支援事業計画の骨子案につい
て
・教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業
の「量の見込み」について
・子ども・子育て支援新制度施行にかかる条例
で定める各種基準案に関するパブリックコメ
ント手続きの実施結果について
・保育の必要性の事由について
・かごしま市すこやか子ども元気プランの推進
状況について

８月 １日 第５回
子ども・子育て会議

８月 11日 第３回
保育部会

・「第二次かごしま市保育計画」の進捗状況につ
いて
・「かごしま市保育所等整備計画」の骨子案につ
いて

８月 27日 第６回
策定推進委員会 ・スケジュールの変更について

・教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業
の「確保方策」について
・保育所等の利用調整について８月 29日 第６回

子ども・子育て会議
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年 月 日 会議名等 内　容

26年

10月 15日 第４回
保育部会

・鹿児島市保育所等整備計画（素案）について
・夜間保育について

10月 21日 第７回
策定推進委員会 ・鹿児島市子ども・子育て支援事業計画素案　

（案）について
・鹿児島市保育所等整備計画（素案）について
・夜間保育について10月 23日 第７回

子ども・子育て会議

11月 17日 パブリックコメント
手続

・「子ども・子育て支援事業計画素案」及び「保
育所等整備計画素案」について
　（11月17日〜 12月16日）

27年

１月 22日 第５回
保育部会

・鹿児島市子ども・子育て会議について
・鹿児島市保育所等整備計画（素案）のパブ
リックコメントへの意見について
・鹿児島市子ども・子育て支援事業計画（素
案）及び鹿児島市保育所等整備計画（素案）
の修正について
・幼保連携型認定こども園の認可について
・特定教育・保育施設の確認（利用定員）につ
いて

１月 26日 第８回
策定推進委員会

・子ども・子育て会議条例の改正について
・母子保健計画策定に向けた市民意識調査報告
書について
・「鹿児島市子ども・子育て支援事業計画」及び
「鹿児島市保育所等整備計画」の素案に係るパ
ブリックコメント手続の実施結果について
・「鹿児島市子ども・子育て支援事業計画」及び
「鹿児島市保育所等整備計画」の素案修正内容
について
・幼保連携型認定こども園の認可について
・特定教育・保育施設の確認（利用定員）につ
いて

１月 29日 第８回
子ども・子育て会議

２月 26日 市長報告 子ども・子育て会議会長が市長に計画案を報告
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○鹿児島市子ども・子育て会議条例
平成25年３月19日

条例第７号
（設置）
第１条　就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律（平
成18年法律第77号）第25条及び子ども・子育て支援法（平成24年法律第65号）第77
条第１項の規定に基づき、鹿児島市子ども・子育て会議（以下「子育て会議」とい
う。）を置く。
（組織）
第２条　子育て会議は、委員25人以内をもって組織し、市長が委嘱する。
（委員の任期）
第３条　委員の任期は、３年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の
任期は、前任者の残任期間とする。
２　委員は、再任されることができる。
（会長及び副会長）
第４条　子育て会議に会長及び副会長を置き、委員の互選により定める。
２　会長は、子育て会議を代表し、会務を総理し、子育て会議の会議（以下「会議」と
いう。）の議長を務める。
３　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職
務を代理する。
（会議）
第５条　会議は、会長が必要に応じて招集する。
２　会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者に会議への出席を求め、意見を
聴くことができる。
（部会）
第６条　子育て会議は、必要があると認めるときは、部会を置くことができる。
（庶務）
第７条　子育て会議の庶務は、健康福祉局子育て支援部子育て支援推進課において処理
する。
（委任）
第８条　この条例に定めるもののほか、子育て会議に関し必要な事項は、市長が別に定
める。
　　　付　則
（施行期日）
１　この条例は、平成25年４月１日から施行する。
（鹿児島市報酬及び費用弁償条例の一部改正）
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２　鹿児島市報酬及び費用弁償条例（昭和42年条例第27号）の一部を次のように改正す
る。

〔次のよう〕略
　　　付　則（平成26年12月22日条例第61号）
（施行期日）
１　この条例は、市長が規則で定める日から施行する。ただし、次項の規定は、公布の
日から施行する。
（準備行為）
２　第１条の規定による改正前の鹿児島市子ども・子育て会議条例第１条に規定する鹿
児島市子ども・子育て会議は、この条例の施行の日前においても、就学前の子どもに
関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律の一部を改正する法律（平成
24年法律第66号）附則第９条の規定により、同法による改正後の就学前の子どもに関
する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律（平成18年法律第77号）第25条
に規定する事項（同法第17条第３項の規定によるものに限る。）を調査審議すること
ができる。
（鹿児島市幼保連携型認定こども園の設備及び運営の基準に関する条例の一部改正）
３　鹿児島市幼保連携型認定こども園の設備及び運営の基準に関する条例（平成26年条
例第37号）の一部を次のように改正する。

〔次のよう〕略
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鹿児島市子ども・子育て会議委員名簿（敬称略）

選任区分 委員名 職名等 備考

公募市民

白石　博子 —

新城　美保子 —

田中　久美 —

十島　真理 —

松下　利衣 —

学識経験者

久留　一郎 鹿児島純心女子大学大学院人間科学研究科長 会長

樋渡　三保子 やまびこ医療福祉センター医師 副会長

前原　寛 鹿児島国際大学福祉社会学部児童学科教授

平嶋　慶子 鹿児島女子短期大学児童教育学科准教授

保育教育関係団体

福重　陽一 鹿児島市保育園協会理事長

富永　宏 鹿児島市私立幼稚園協会会長

奥　善一 鹿児島市小学校校長会会長

永吉　まり 学校法人かごしま永吉学園理事長

棈松　基 鹿児島市児童クラブ連絡協議会運営研究会委員

保健医療福祉関係団体

下川　優子 鹿児島市医師会理事

下田平　幸一 鹿児島市歯科医師会副会長

谷口　欣平 鹿児島市薬剤師会副会長

上野　ひとみ 鹿児島県看護協会助産師職能委員

森田　洋子 鹿児島県栄養士会理事

北方　耕藏 鹿児島市社会福祉協議会副会長

各種団体

鬼丸　憲夫 鹿児島市民生委員児童委員協議会副会長

尾前　民子 鹿児島市母子寡婦福祉会会長

鉾之原　昌 鹿児島子どもの虐待問題研究会会長

脇野　佳枝 鹿児島市母親クラブ連絡協議会会長

東風平　朝盛 株式会社山形屋人事課長

※所属団体、役職は、就任当時のものです。
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鹿児島市子ども・子育て支援事業計画策定推進委員会設置要綱

　（設置）
第１条　鹿児島市子ども・子育て支援事業計画（以下「計画」という。）の策定に必要
な事項の調査検討並びに計画及びかごしま市すこやか子ども元気プラン（以下「プラ
ン」という。）の進行管理をするため、鹿児島市子ども・子育て支援事業計画策定推
進委員会（以下「委員会」という。）を設置する。
　（所掌事項）
第２条　委員会の所掌事項は、次に掲げるとおりとする。
⑴　計画の策定に必要な事項の調査検討。
⑵　計画及びプランの進行管理。
⑶　その他計画の策定並びに計画及びプランの進行管理に関し必要な事項。
　（組織）
第３条　委員会は、会長、副会長及び委員をもって組織する。
２　会長は、健康福祉局子育て支援部長をもって充てる。
３　副会長は、保健所長をもって充てる。
４　委員は、別表に掲げる職にある者をもって充てる。
　（会長等の職務）
第４条　会長は、委員会を代表し、会務を総理し、委員会の会議（以下「会議」とい
う。）の議長を務める。
２　会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、副会長がその職務を代理する。
　（会議）
第５条　会議は、会長が必要に応じて招集する。
２　会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者に会議への出席を求め、意見を
聴くことができる。
　（庶務）
第６条　委員会の庶務は、健康福祉局子育て支援部子育て支援推進課において処理する。
　（その他）
第７条　この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、会長が別に
定める。
　　　付　則
　（施行期日）
１　この要綱は、平成25年７月１日から施行する。
　（かごしま市すこやか子ども元気プラン策定推進委員会設置要綱の廃止）
２　かごしま市すこやか子ども元気プラン策定推進委員会設置要綱（平成16年３月31日
制定）は、廃止する。
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　　　付　則
１　この要綱は、平成26年４月１日から施行する。

別表（第３条関係）

　　　鹿児島市子ども・子育て支援事業計画策定推進委員会委員
総務局総務部人事課長
企画財政局企画部政策推進課長
企画財政局財政部財政課長
市民局市民文化部男女共同参画推進課長
健康福祉局すこやか長寿部健康総務課長
健康福祉局福祉部地域福祉課長
健康福祉局子育て支援部子育て支援推進課長
健康福祉局子育て支援部保育課長
健康福祉局子育て支援部母子保健課長
健康福祉局子育て支援部こども福祉課長
健康福祉局福祉部障害福祉課長
健康福祉局谷山福祉部福祉課長
保健所保健予防課長
経済局経済振興部雇用推進課長
市立病院事務局総務課長
教育委員会事務局教育部学校教育課長
教育委員会事務局教育部保健体育課長
教育委員会事務局教育部青少年課長
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